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度
設
計
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
子
育

て
に
関
す
る
事
務
を
教
育
委
員
会

に
、
社
会
体
育
関
係
の
体
力
・
健
康

づ
く
り
は
、
健
康
福
祉
部
に
お
い
て

実
施
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
４
月
に
は
、
徴
収
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
町

財
政
の
基
盤
で
あ
る
税
や
保
険
料
な

ど
の
徴
収
体
制
を
強
化
い
た
し
ま
し

た
。あ

わ
せ
て
、
よ
り
一
層
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
役
場
庁
舎

に
つ
い
て
も
改
善
を
図
り
ま
す
。
役

場
庁
舎
は
東
西
に
長
く
、
か
な
ん
ぴ

あ
に
も
機
能
が
分
散
さ
れ
て
い
る
た

め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
づ
ら

く
、
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
の
が

現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
か
な
ん
ぴ
あ

の
一
部
事
務
機
能
の
役
場
庁
舎
へ
の

移
設
、
住
民
目
線
に
立
っ
た
窓
口
業

務
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
総
合
計
画
で
は
、
将
来
像

を
「
豊
か
な
自
然
と
文
化
　
と
も
に

創
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
今

後
の
取
り
組
み
の
主
な
方
向
性
に
つ

い
て
、
第
四
次
総
合
計
画
の
施
策
体

系
を
ふ
ま
え
て
紹
介
し
ま
す
。

●
人
権
尊
重
・
平
和
の
推
進

¡
人
権
啓
発
冊
子
の
作
成
や
相
談
の

実
施

¡
平
和
を
考
え
る
町
民
の
集
い
や
平

和
バ
ス
ツ
ア
ー

●
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現

¡
講
演
会
や
男
女
共
同
参
画
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
の
啓
発
事
業

●
国
際
交
流
の
推
進

¡
英
語
指
導
助
手
の
配
置（
小
学
校
、

中
学
校
）

¡
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
制
度
設
計

●
生
涯
学
習
の
支
援

¡
大
阪
芸
術
大
学
と
の
共
催
講
座
の

実
施

¡
中
央
公
民
館
図
書
室
の
蔵
書
充
実

●
文
化
・
芸
術
の
振
興

¡
ぷ
く
ぷ
く
サ
ン
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

（
大
阪
芸
術
大
学
と
の
共
催
）

●
歴
史
的
風
土
の
継
承

¡
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作

（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）

●
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

¡
子
ど
も
水
泳
教
室
の
開
催
や
町
立

プ
ー
ル
の
一
般
開
放

●
子
育
て
支
援
の
充
実

¡
０
歳
児
か
ら
の
教
育
の
実
現
に
向

け
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

¡
中
央
保
育
所
の
耐
震
設
計

¡
障
が
い
児
保
育
、
延
長
保
育
の
実

施
¡
「
し
ゅ
っ
ぽ
っ
ぽ
く
ら
ぶ
」
や
子

育
て
教
室
、
育
児
相
談
の
実
施

¡
就
学
前
児
童
の
一
時
預
か
り
事
業

¡
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

¡
ち
び
っ
こ
老
人
憩
い
の
広
場
整
備

（
平
石
ほ
場
整
備
区
域
内
）

¡
小
児
救
急
医
療
の
実
施

¡
乳
幼
児
医
療
費
な
ど
の
助
成

¡
乳
幼
児
健
康
診
査
や
育
児
支
援
の

実
施

¡
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

●
教
育
の
充
実

¡
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

¡
か
な
ん
幼
稚
園
舎
の
耐
震
設
計

¡
小
学
校
統
合
事
業

¡
中
村
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
¡
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
設
計
（
白

木
小
学
校
、
大
宝
小
学
校
）

¡
大
宝
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事

¡
機
械
警
備
へ
の
移
行
（
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
な
ど
）

¡
新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
へ
の
対

応
（
理
科
実
験
用
教
材
、
社
会
科

副
読
本
）

¡
中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
に
向
け

た
検
討

¡
武
道
場
の
早
期
整
備

●
家
庭
と
地
域
に
お
け

る
教
育
機
能
の
充
実

¡
Ｃ
Ａ
Ｐ（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

●
青
少
年
の
健
全
育
成

¡
放
課
後
こ
ど
も
教
室
推
進
事
業

¡
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
へ
の

助
成
（
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
な
ど
の

実
施
）

¡
３
世
代
、
４
世
代
の
多
世
代
家
族

施
策
の
制
度
設
計

●
地
域
福
祉
の
充
実

¡
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
補
助

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

¡
介
護
保
険
事
業
の
充
実

¡
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
高

齢
者
世
帯
に
対
す
る
火
災
警
報
器

設
置
の
補
助

●
障
が
い
者
（
児
）

福
祉
の
充
実

¡
わ
か
ば
作
業
所
へ
の
運
営
助
成

●
保
健
・
医
療
の
充
実

¡
特
定
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診

こ
の
た
び
、
私
は
、
本
年
３
月
の

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
再
選
を
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
我
が
ま
ち

が
大
好
き
で
あ
り
ま
す
。

美
し
い
山
々
が
そ
び
え

美
し
い
川
が
流
れ

美
し
い
人
の
住
む
町
へ

自
然
と
人
の
営
み
が
織
り
な
す
こ

の
美
し
い
河
南
町
の
未
来
を
皆
さ
ん

と
共
に
創
造
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
感
謝
申
し
上
げ
、
改
め
て
そ
の

責
任
の
重
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

社
会
経
済
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し

た
先
の
４
年
間
で
は
、
全
国
を
見
渡

せ
ば
行
財
政
運
営
が
行
き
詰
ま
り
を

見
せ
る
自
治
体
も
多
い
中
、
我
が
ま

ち
に
お
い
て
は
、
全
町
を
あ
げ
て
の

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
健
全
な
町
政
運
営
を
維
持
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
引
き
続

き
「
改
革
と
創
造
」
を
旗
印
に
、
私

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ま
し
た

「
誇
り
高
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
河
南

町
の
成
長
戦
略
」
の
具
現
化
を
目
指

し
、
安
全
・
安
心
・
安
住
の
ま
ち
、

産
業
振
興
や
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
、
よ
り
美
し
い
河
南
町
の
実
現
な

ど
に
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
我
が
国
で
は
、
高
齢
化
と

少
子
化
が
同
時
に
進
行
し
、
い
よ
い

よ
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
な
か
、

私
は
、
人
口
減
少
と
少
子
化
問
題
に

真
っ
向
か
ら
挑
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
達
が
す
く
す
く
と
成
長
し
、

の
び
の
び
と
勉
強
で
き
る
子
育
て
・

教
育
環
境
の
充
実
を
重
要
課
題
に
位

置
付
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
職
員
倫
理

職
員
一
人
ひ
と
り
が
公
平
・
公
正

で
あ
り
続
け
、
組
織
と
し
て
も
、
透

明
度
の
高
い
体
制
の
も
と
情
報
公
開

に
努
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
た
行
政
運
営
を
進

め
ま
す
。

公
務
を
民
主
的
か
つ
効
率
的
に
運

営
す
べ
き
責
務
を
深
く
自
覚
し
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
誠
実
か
つ
公
正

に
職
務
を
執
行
す
る
た
め
、
訓
示
や

研
修
を
通
じ
て
法
令
遵
守
の
徹
底
に

取
り
組
み
、
職
員
に
違
法
行
為
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、「
河
南
町
職
員
の

懲
戒
処
分
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ

き
、厳
正
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
職
員
自
ら
の
厳
し
い
姿
勢
と

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
っ
て

初
め
て
、
正
大
な
行
政
執
行
が
行
え

る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

●
行
財
政
改
革

ま
た
、
行
財
政
改
革
に
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。先

の
４
年
間
、「
借
金
は
増
や
さ

な
い
、
貯
金
は
減
ら
さ
な
い
」
と
い

う
財
政
規
律
の
も
と
、
町
政
の
舵
を

と
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
決
算
の
状
況
を
速

報
値
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、基
金
は
、

総
額
で
29
億
７
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
21
年
度
末
の
起
債
総
額

は
１
０
１
億
５
８
０
０
万
円
と
な

り
、
こ
の
４
年
間
で
貯
金
（
基
金
）

総
額
が
１
億
１
６
０
０
万
円
増
え
、

借
金
（
起
債
）
総
額
が
９
億
２
１
０

０
万
円
減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
非
常

に
心
苦
し
い
傷
み
を
分
か
ち
あ
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
議
会
で
大
変
な

努
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ

り
ま
す
。
職
員
皆
の
苦
労
と
合
わ
せ

て
、
ま
さ
に
血
の
結
晶
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。

一
層
加
速
す
る
地
方
分
権
の
流
れ

を
踏
ま
え
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

（
案
）に
基
づ
き
、
歳
入
確
保
と
歳
出

の
見
直
し
を
図
り
つ
つ
、
将
来
の
ポ

ス
ト
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
視
野
に

入
れ
た
現
行
プ
ラ
ン
の
点
検
に
着
手

し
、
先
を
見
据
え
た
「
選
択
と
集
中
」

の
観
点
に
よ
る
町
政
運
営
に
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
財
政

の
効
率
化
を
目
指
し
、
縦
割
り
行
政

と
な
っ
て
い
る
現
行
組
織
の
横
断

化
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
組

織
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
組
織
の

機
構
改
革
と
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
町
政
運
営
の
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
高
め
る
た

め
、
新
た
に
総
合
政
策
部
を
設
置
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
１
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
健
康
づ
く
り
な
ど
の
施
策
の

一
元
化
、
０
歳
児
か
ら
の
教
育
の
制

か
な
ん
の
「
創
造
」

か
な
ん
の
「
創
造
」

武
田
町
政
の
2
期
目
に
あ
た
っ
て

武
田
町
政
の
2
期
目
に
あ
た
っ
て

「
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

「
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」

誇
り
高
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
河
南
町
を

誇
り
高
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
河
南
町
を�

平
成
平
成
22
年
度
年
度
　所
信
表
明
要
旨

所
信
表
明
要
旨�

誇
り
高
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
河
南
町
を�

平
成
22
年
度
　所
信
表
明
要
旨�

　
平
成

　
平
成
22
年
３
月
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
町
長
選
挙
で
再
選
し
た
武
田
町
長

年
３
月
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
町
長
選
挙
で
再
選
し
た
武
田
町
長
が
、
２
期
目
に
臨
む
に
あ

が
、
２
期
目
に
臨
む
に
あ

た
り
、
６
月
の
町
議
会
定
例
会
で
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
住
民

た
り
、
６
月
の
町
議
会
定
例
会
で
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
も
と
、
引
き

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
も
と
、
引
き

続
き
「
改
革
と
創
造
」
を
旗
印
に
、
平
成

続
き
「
改
革
と
創
造
」
を
旗
印
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
「
第
四
次
総
合
計
画
」
を
着
実
に
実
行
し
て
い

年
度
か
ら
の
「
第
四
次
総
合
計
画
」
を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
22
年
３
月
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
町
長
選
挙
で
再
選
し
た
武
田
町
長
が
、
２
期
目
に
臨
む
に
あ

た
り
、
６
月
の
町
議
会
定
例
会
で
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
も
と
、
引
き

続
き
「
改
革
と
創
造
」
を
旗
印
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
「
第
四
次
総
合
計
画
」
を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

「
改
革
」
へ
の

取
り
組
み

「
改
革
」
へ
の

取
り
組
み

8月2日bから町の組織・役場の配置が変わります
詳細は、後日配布のチラシをご覧ください。 u問い合わせ 人事広報課人事給与係

8月2日bから町の組織・役場の配置が変わります
詳細は、後日配布のチラシをご覧ください。 u問い合わせ 人事広報課人事給与係
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の
実
施

¡
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
一
部
公
費
助
成
の
実
施

●
災
害
・
危
機
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

¡
防
災
士
認
証
研
修
の
受
講
費
補
助

¡
防
災
訓
練
の
実
施

¡
同
報
系
防
災
行
政
無
線
設
備
の
整

備
（
さ
く
ら
坂
南
地
区
）

¡
住
宅
の
耐
震
診
断
費
補
助

¡
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
補
助

¡
地
区
防
犯
灯
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の
新

設
・
取
り
換
え
助
成

¡
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

の
地
域
へ
の
貸
与

¡
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
（
ぷ
く
ぷ
く

ド
ー
ム
、
保
育
所
、
幼
稚
園
）

●
消
防
・
救
急
体
制
の

充
実

¡
普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

¡
河
内
分
団
車
庫
の
整
備
（
さ
く
ら

坂
地
区
内
、
実
施
設
計
）

¡
消
防
広
域
化
に
向
け
た
協
議
・
検

討●
消
費
者
保
護
と

雇
用
対
策
の
充
実

¡
消
費
生
活
相
談
員
の
養
成

¡
求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
能
力
開

発
講
座
の
開
催

●
快
適
な
道
路
の
整
備

¡
河
南
赤
阪
バ
イ
パ
ス
（
第
二
期
区

間
）、
山
城
バ
イ
パ
ス
の
事
業
促

進
¡
集
落
内
道
路
整
備
事
業
（
大
宝
地

区
内
等
の
舗
装
や
各
地
区
間
、
地

区
内
の
道
路
改
修
）

●
地
域
公
共
交
通
の

利
便
性
の
向
上

¡
地
域
公
共
交
通
調
査
検
討
事
業

●
安
定
的
な
水
の
供
給

¡
施
設
改
良
事
業
（
持
尾
配
水
池
の

更
新
、
中
地
区
の
配
水
管
布
設
替

え
）

¡
上
下
水
道
料
金
の
コ
ン
ビ
ニ
支
払

い
制
度
導
入

●
下
水
道
の
整
備

¡
汚
水
管
渠
整
備
事
業
（
白
木
、
長

坂
、
南
加
納
、
神
山
、
中
地
区
）

¡
大
宝
地
区
内
の
管
更
生
事
業

●
河
川
の
整
備

¡
１
級
河
川
「
梅
川
」
の
整
備
促
進

¡
準
用
河
川
天
満
川
の
改
修

●
交
通
安
全
対
策
の充

実

¡
町
道
寛
弘
寺
竹
ノ
内
線
交
差
点
改

良
事
業

¡
町
道
上
河
内
富
田
林
線
１
号
歩
道

設
置
事
業
（
用
地
測
量
）

●
み
ど
り
の
保
全
と創

造

¡
「
自
然
と
歴
史
の
散
歩
道
」
の
ル

ー
ト
整
備

¡
出
生
児
を
対
象
に
記
念
樹
の
配
布

¡
里
山
保
全
活
動
へ
の
助
成

¡
ア
ド
プ
ト
に
よ
る
取
り
組
み
の
促

進●
環
境
保
全
・

美
化
の
推
進

¡
美
し
い
河
南
町
条
例
の
普
及
啓
発

●
資
源
循
環
型
社
会
の

形
成

¡
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

対
す
る
補
助

¡
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す

る
助
成

●
美
し
く
魅
力
的
な

ま
ち
の
形
成

¡
か
な
ん
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
さ
く

ら
の
植
栽
・
育
成
計
画
策
定
、
植

樹
、
さ
く
ら
マ
ッ
プ
作
成
、
商
品

開
発
）

●
商
工
業
の
振
興

¡
小
規
模
企
業
事
業
資
金
融
資
信
用

保
証
料
の
補
給

¡
富
田
林
商
工
会
へ
の
助
成

●
農
林
業
の
振
興

¡
農
作
物
等
被
害
防
止
事
業

¡
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
負
担

（
平
石
地
区
ほ
場
整
備
）

¡
横
縄
大
日
水
路
の
改
修

¡
土
地
改
良
整
備
調
査
（
町
道
石
塚

先
線
）

¡
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

し
（
基
礎
調
査
）

¡
農
地
利
用
集
積
情
報
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化

¡
造
林
、
下
刈
り
、
除
間
伐
等
の
補

助今
後
と
も
、「
改
革
」
と
「
創
造
」

を
旗
印
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
誇
り

を
も
ち
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
し

っ
か
り
思
い
描
き
、
熱
い
情
熱
と
願

望
を
も
っ
て
、
全
身
全
霊
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位

並
び
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
22
年
度
所
信
表
明
の
全
文
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
↓
町
長
の
部
屋
（http://w

w
w
.

tow
n.kanan.osaka.jp/chouchou/shi

sei/index.htm
l

）
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
担
当

結
び
に

結
び
に

「
快
適
な
生
活
基
盤

の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

「
快
適
な
生
活
基
盤

の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

「
美
し
い
水
と

み
ど
り
豊
か
な

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
美
し
い
水
と

み
ど
り
豊
か
な

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」

¡ホームページ充実事業 166万円
¡プロモーションビデオ映像制作事業 150万円

¡子育てセンター充実事業（実施設計） 200万円
¡保育所防犯カメラ設置事業 263万円
¡小学校統合事業 678万円
¡大宝小学校校舎大規模改造事業（実施設計） 650万円
¡教育施設等耐震改修事業（実施設計） 1,163万円
（保育所、幼稚園園舎、小学校体育館（白木、大宝））

¡理科教材充実事業（小学校、中学校） 350万円

¡ひとり暮らし高齢者等火災警報器設置補助事業 203万円
¡自主防災組織防災マップ作成支援事業 100万円
¡防災行政無線整備事業 400万円
¡地区防犯灯維持管理助成事業 136万円
¡分団消防車庫建設事業（実施設計） 100万円

¡地域公共交通調査検討事業 200万円
¡準用河川天満川改修事業 2,266万円
¡町道寛弘寺竹ノ内線交差点改良事業 800万円
¡町道上河内富田林線１号歩道設置事業（測量設計）300万円
¡道路改修事業 4,820万円
¡公共下水道（汚水）整備事業 16,909万円
¡水道施設改良事業 4,265万円

¡太陽光発電システム整備事業 210万円
¡かなん桜プロジェクト事業 274万円
¡農地利用集積情報データべース化事業 135万円
¡横縄大日水路改修事業 1,218万円
¡中山間地域総合整備事業 1,273万円

¡かなんフェス開催事業 150万円
¡庁舎ワンストップサービス推進事業 930万円

その他

美しい水とみどり豊かなにぎわいのあるまちづくり

快適な生活基盤の充実したまちづくり

安全で安心して暮らせるまちづくり

子どもたちの笑顔あふれるまちづくり

一人ひとりが輝くまちづくり

主な事業（補正予算）

■平成22年度肉付け後会計別予算額

一
般
会
計
補
正
予
算
２
億
５
４
３
２
万
円
、
水
道
事
業
会
計
を
含
め
た
３
つ
の
特
別
会

計
補
正
予
算
２
億
８
６
３
３
万
円
、
総
額
５
億
４
０
６
５
万
円
の
補
正
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
。

当
初
予
算
は
、
３
月
の
町
長
選
挙
の
関
係

か
ら
義
務
的
経
費
や
経
常
経
費
、
継
続
的
な

事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
し
て
編
成

し
ま
し
た
が
、
６
月
の
補
正
予
算
で
は
そ
の

肉
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
補
正
後
の
予
算
額
で
一
般

会
計
50
億
２
０
８
９
万
円
、
水
道
事
業
会
計

を
含
め
た
特
別
会
計
44
億
５
７
１
９
万
円
、

総
額
94
億
７
８
０
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
一

般
会
計
は
6.0
％
の
増
、
総
額
で
は
1.3
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
は
、

普
通
建
設
事
業
や

新
規
施
策
な
ど
を

中
心
に
編
成
し
て

い
ま
す
。
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
る

中
、
第
四
次
総
合

６
月
補
正

月
補
正
（
肉
付
肉
付
け
予
算
予
算
）の
概
要
概
要�

６
月
補
正

月
補
正
（
肉
付
肉
付
け
予
算
予
算
）の
概
要
概
要�

６
月
補
正
（
肉
付
け
予
算
）の
概
要�

平
成
平
成
22
年
度
年
度�

平
成
平
成
22
年
度
年
度�

平
成
22
年
度�

計
画
に
基
づ
き
、
安
全
・
安
心
・
安
住
の
ま

ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
し
進
め
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
お
よ
び
各
会
計
の
補
正
後
の
予

算
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

会　　　計　　　名 当初予算額 補正（肉付け）予算額 補正後予算額 増減率

一　　　般　　　会　　　計 47億6,657万円 2億5,432万円 50億2,089万円 6.0％

国民健康保険特別会計 18億7,315万円 18億7,315万円 △ 1.8％

老 人 保 健 特 別 会 計 1187万円 187万円 △ 92.0％

後期高齢者医療特別会計 2億0,023万円 2億0,023万円 16.8％

介 護 保 険 特 別 会 計 12億4,028万円 12億4,028万円 5.8％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 4億1,687万円 1億6,909万円 5億8,596万円 1.2％

土 地 取 得 特 別 会 計 186万円 186万円 △ 1.6％

簡易水道事業特別会計 727万円 25万円 752万円 △ 92.0％

収益的
収入 3億5,099万円 669万円 3億5,768万円 △ 1.6％

水道事業会計
支出 3億6,230万円 3億6,230万円 △ 1.0％

資本的
収入 1,056万円 7,434万円 8,490万円 △9.7％

支出 6,703万円 1億1,699万円 1億8,402万円 △ 39.0％

予　算　総　額 89億3,743万円 5億4,065万円 94億7,808万円 1.3％

特
　
別
　
会
　
計

※増減率＝前年度当初予算に対する補正後予算。
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●
鉄
道
利
用
に
つ
い
て

石
川
区
域
と
大
宝
区
域
で
は
喜
志

駅
の
利
用
が
多
く
、
白
木
区
域
、
河

内
区
域
、
中
村
区
域
、
鈴
美
台
・
さ

く
ら
坂
区
域
で
は
、
主
に
富
田
林
駅

が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
町
の
北
部
と

南
部
で
傾
向
が
分
か
れ
ま
し
た
。

は
バ
ス
路
線
が
な
く
利
用
で
き
な
い

と
す
る
人
が
他
の
区
域
よ
り
多
く
見

ら
れ
、
バ
ス
利
用
へ
の
転
換
可
能
性

が
最
も
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ス
利
用
に
転
換

す
る
可
能
性
が
最
も
高
い
の
は
、
鈴

美
台
・
さ
く
ら
坂
区
域
で
し
た
。

ま
た
、「
現
行
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
の

何
を
改
善
し
た
ら
バ
ス
を
利
用
し
ま

す
か
？
」
と
の
問
い
へ
の
回
答
は
、

第
１
位
「
便
数
増
」、
第
２
位
「
時

間
延
長
」、
第
３
位
「
運
賃
を
安
く
」

で
し
た
。

●
路
線
バ
ス
の
満
足
度
に
つ
い
て

町
内
で
の
買
い
物
に
路
線
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
に
、
バ
ス
利
用
に

あ
た
っ
て
の
改
善
点
（
第
１
位
）
を

質
問
し
た
中
で
、「
満
足
し
て
い
る
」

●
町
中
心
部
へ
の
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

町
中
心
部
へ
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
不
満
な
し
」
と
回
答
し
た
人
は
、

石
川
区
域
、
白
木
区
域
、
中
村
区
域

で
は
比
較
的
多
く
、
河
内
区
域
、
大

宝
区
域
、
鈴
美
台
・
さ
く
ら
坂
区
域

で
は
少
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、河
内
区
域
と
大
宝
区
域
で
は
、

「
福
祉
バ
ス
の
充
実
」
を
挙
げ
る
人

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

●
ク
ル
マ
な
ど
に
よ
る
送
迎
に

つ
い
て

家
族
な
ど
の
送
迎
を「
し
て
い
る
」

ま
た
は
「
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
の

は
、
４
９
１
人
（
約
50
％
）
で
、
送

迎
の
回
数
は
、
平
均
し
て
１
か
月
に

34．

５
回
で
し
た
。

送
迎
に
つ
い
て
の
思
い
と
し
て
は
、

石
川
区
域
、
白
木
区
域
、
河
内
区
域
、

中
村
区
域
で
は
、
家
族
な
ど
の
利
便

性
、
安
全
性
、
絆
な
ど
の
点
か
ら
送

迎
は
望
ま
し
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、

大
宝
区
域
、
鈴
美
台
・
さ
く
ら
坂
区

域
で
は
、
で
き
れ
ば
送
迎
を
や
め
た

い
・
や
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

比
較
的
多
く
あ
り
ま
し
た
。

●
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

検
討
し
ま
す

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
運

転
免
許
保
有
率
や
交
通
特
性
、
交
通

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
考
え
な
ど
が
明

ら
か
に
な
り
、
①
交
通
希
薄
地
へ
の

対
応
、
②
買
い
物
な
ど
へ
の
バ
ス
利

用
率
と
満
足
度
の
向
上
、
③
町
中
心

部
へ
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
の

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。町
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
と
の
協
働
に
よ

り
、
引
き
続
き
地
域
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
担
当
・

総
務
課

2010．7／� 6

●
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
の
講
演
、
町
の
公
共
交
通
の
現
状
な
ど
の

報
告
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
マ
イ
カ
ー
を
使
わ
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
は
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。
高
齢
化
な
ど
の
諸
事
情
で
、

移
動
手
段
の
確
保
が
困
難
に
な
る
と
買
い
物
や
通
院
な
ど
、
皆
さ
ん
の

生
活
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
活
力
を
創
造
し
て
い
く
た

め
に
、
地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
し

て
い
く
べ
き
か
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
26
日（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
場
所
　
か
な
ん
ぴ
あ
２
階
　
大
会
議
室

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

活
力
の
創
造
の
参
考
と
す
る
た
め
、

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
皆
さ
ん

の
日
常
の
移
動
実
態
や
交
通
に
関
す

る
意
見
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

町
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
人
か

ら
、
無
作
為
に
選
ん
だ
２
０
０
０
人

を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
送

付
し
た
と
こ
ろ
、
男
性
３
８
７
人
、

女
性
５
８
９
人
、
性
別
不
明
14
人
の

計
９
９
０
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し

た
（
回
収
率
49．

５
％
）。

こ
こ
で
は
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
）。

※
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
区
域

（
以
下
「
区
域
」
と
い
う
。）
は
小
学

校
区
を
基
本
と
し
、
鈴
美
台
と
さ
く

ら
坂
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
区
域
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
表
な
ど
の
構
成
比
の
数
値

の
合
計
は
、
四
捨
五
入
の
関
係
で
１

０
０
％
に
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
▲

●
運
転
免
許
の
保
有
状
況
に
つ
い
て

普
通
自
動
車
免
許
を
保
有
し
て
い

る
人
は
、全
体
の
82
％
を
占
め
ま
す
。

運
転
免
許
を
何
も
保
有
し
て
い
な
い

人
は
、
男
性
で
は
約
４
％
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
女
性
で
は
約
20
％
と
、

男
女
間
で
差
が
あ
り
ま
す
。

◇
運
転
免
許
の
保
有
状
況

（
複
数
回
答
）（
％
）

◇
利
用
駅
に
つ
い
て
（
％
）

◇
バ
ス
へ
の
転
換
に
つ
い
て
（
％
）

◇
路
線
バ
ス
の
改
善
点
第
１
位

（
町
内
の
買
い
物
時
）（
％
）

◇
中
心
部
へ
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
（
％
）

◇
送
迎
に
つ
い
て
の
思
い
（
％
）

◇
利
用
交
通
手
段
（
％
）

●
利
用
交
通
手
段
に
つ
い
て

駅
へ
の
交
通
手
段
は
バ
ス
が
比
較

的
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
37．

８
％
）、
買
い
物
、
病
院
、
町
中
心

部
へ
は
自
分
で
ク
ル
マ
を
運
転
し
て
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◆回答者の
性別属性

◆回答者の年齢属性

0 20 40 60 80 100

石川区域�

白木区域�

河内区域�

中村区域�

大宝区域�

鈴美台・さくら坂区域�

全体�

喜志駅�

富田林駅�

川西駅�

その他�

路線バス クルマ（自 クルマ（家 クルマ（他
タクシー

オート
自転車 徒歩

その 福祉
（金剛バス） 分で運転） 族が運転） 人が運転） バイ 他 バス

駅まで 37.8 31.3 23.0 0.3 0.9 4.0 1.8 0.6 0.3
町内での

06.6 64.4 18.6 0.5 0.0 2.6 2.3 5.0 0.0
買い物
富田林市
内での 12.0 61.5 22.1 0.6 0.0 2.3 1.1 0.5 0.0
買い物
病院 09.4 60.6 17.6 1.0 0.8 1.4 0.5 7.5 1.3
町中心部へ 03.1 62.8 14.2 2.2 0.3 3.8 2.5 6.0 0.4 4.7

と
回
答
し
た
人
は
、
石
川
区
域
、
河

内
区
域
、中
村
区
域
で
比
較
的
多
く
、

大
宝
区
域
、
鈴
美
台
・
さ
く
ら
坂
区

域
で
は
少
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

●
バ
ス
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

駅
ま
で
ク
ル
マ
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
人
に
バ
ス
利
用
へ
の
転
換
可
能

性
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
河
内
区
域
で

交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た

交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た

交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た

《プログラム》

午後 開会あいさつ
１時30分～

午後 公共交通から始める住民
１時35分～ と行政のまちづくり（講

演）：松村暢彦さん
（大阪大学大学院工学研
究科ビジネスエンジニア
リング専攻准教授）

午後 交通に関するアンケート
２時40分～ 結果等報告：

平峯　悠さん
（特定非営利活動法人地
域デザイン研究会理事長）

午後 意見交換会
３時10分～

男性�
39％�

女性�
60％�

性別不明�
1％�

20代�
7％�

年齢層�
不明�
3％�

30代�
12％�

40代�
19％�50代�

21％�
50代�
21％�

60代�
24％�
60代�
24％�

70代�
13％�

80代～�
1％�

地
域
公
共
交
通
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

普通免許 自動二輪 原付 なし

男性 94.3 31.3 32.8 04.4
女性 74.0 04.6 32.8 20.2
全体 82.0 15.2 32.8 13.9

地
域
公
共
交
通
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

移
動
す
る
人
が
60
％
強
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
よ
る
送
迎
も

お
お
む
ね
２
割
前
後
と
大
き
な
比
重

を
占
め
て
い
ま
す
。

バス路線が バスが便 バス利用に
わから

なく利用で 利になれ なる可能性
ないあ

きないああ ば利用あ は少ないあ
石川区域 03.2 65.1 25.4 6.3
白木区域 01.5 65.7 26.9 6.0
河内区域 21.1 31.6 47.4 0.0
中村区域 01.0 50.5 38.8 9.7
大宝区域 01.4 69.6 21.7 7.2
鈴美台・ああ 02.2 72.8 16.9 8.1
さくら坂区域
全　体 02.5 64.3 25.9 7.4

満足
近くに

便数増
時間 運賃 混雑

その他
バス停 延長 安く 少なく

石川区域 22.2 11.1 55.6 00.0 11.1 0.0 0.0
白木区域 15.4 00.0 46.2 23.1 15.4 0.0 0.0
河内区域 33.3 00.0 33.3 33.3 00.0 0.0 0.0
中村区域 25.0 00.0 56.3 06.3 12.5 0.0 0.0
大宝区域 06.1 06.1 69.7 03.0 15.2 0.0 0.0
鈴美台・ああ

02.2 04.3 80.4 02.2 08.7 2.2 0.0
さくら坂区域
全　体 10.2 03.1 66.4 07.0 12.5 0.8 0.0

不満なし
路線バス 福祉バス わから

その他
の充実 の充実 ない

石川区域 27.8 26.6 36.7 08.9 0.0
白木区域 33.3 17.9 27.4 15.5 6.0
河内区域 11.1 22.2 50.0 11.1 5.6
中村区域 35.4 14.6 29.9 13.9 6.3
大宝区域 17.3 20.4 48.7 11.0 2.6
鈴美台・ああ

10.9 42.1 35.1 06.9 5.0
さくら坂区域
全　体 22.0 25.8 37.3 10.7 4.2

できれば
望ましい

わから
その他

やめたい ない
石川区域 28.0 60.0 06.0 6.0
白木区域 22.2 61.1 09.3 7.4
河内区域 09.1 54.5 27.3 9.1
中村区域 11.1 70.4 11.1 7.4
大宝区域 36.0 40.4 18.4 5.3
鈴美台・ああ

44.6 38.4 08.0 8.9
さくら坂区域
全　体 30.3 50.9 11.8 6.9
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５月26日、農村活性化センター
（道の駅かなん内）で河南町農業フ
ェアの農産物展示品評会・即売会が
行われました。
農家の人たちが丹精込めて栽培し

た、玉ネギやエンドウ、ナスなどの
農産物（87点）が出展され、大阪府農とみどりの総合事務所の人たちな
どが審査しました。
この日の審査結果は、８月20日に行われるイチジク展示品評会の結果
と合わせて、河南町長賞・河南町議会議長賞などの各賞が決まります。
また、審査された農産物は即売され、すぐに売り切れとなりました。

大宝三丁目地区で
防災訓練

５月30日、大宝北公園で大宝三丁目地区の防災訓練が行われました。
震度６強の地震が起きたという想定で、防災無線と青パトを使用した
避難の呼び掛けから始まり、安否確認、負傷者の救出や虚弱高齢者の救

護、アルファ米の炊き出しなどを実施。
また、消防訓練では、消火器を使った訓

練などと併せて消火栓の使い方や給水など
も行い、災害への備えの大切さを体験しま
した。

シンガポールの
子どもたちと交流会
５月27日、石川、中村、河内の３つの小学校で、外国の小学校との

学校交流会が行われました。
この日は、シンガポールのジエミンプライマリースクールの児童

20人が各小学校を回り、日本の昔遊びや
英語で書かれたカード遊びなどをした
り、また学校給食も食べました。
町立小学校の児童たちは、「話すとき

の発音が悪くて通じなかった」、「英語は
分からなかったけど楽しく一緒に遊べ
た」などと話し、英語と身振り手振りを
交えながら、シンガポールの児童たちと
楽しく交流していました。

まちの話題�まちの話題�まちの話題�
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シリーズ人権
最
近
、
五
木
寛
之
氏
の
著
作
『
親
鸞
し
ん
ら
ん

』
を

読
む
機
会
が
あ
り
、
読
み
進
む
う
ち
に
、
私

達
の
郷
土
、
河
南
と
太
子
の
里
が
書
か
れ
た

章
に
出
会
い
ま
し
た
。
懐
か
し
さ
と
共
に
、

新
し
い
聖
徳
太
子
の
人
間
像
も
画
か
れ
て
あ

り
、
新
鮮
な
思
い
で
読
了
し
ま
し
た
。
以
下
、

こ
の
章
を
引
用
、
要
約
し
な
が
ら
記
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

親
鸞
は
修
業
僧
の
こ
ろ
範
宴
は
ん
ね
ん

と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
比
叡
山
に
登
り
、
厳
し
い
修
業

を
積
む
の
で
す
が
、
そ
こ
で
見
る
先
達
せ
ん
だ
ち

の
僧

は
貴
族
と
結
び
、
民
衆
済さ
い

度ど

の
仏
道
か
ら
か

け
離
れ
て
い
く
姿
に
強
い
矛
盾
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
範
宴

は
京
の
町
に
降お

り
、
そ
こ
で
、
入
山
前

に
ゅ
う
ざ
ん
ま
え
に
親

し
ん
だ
世
の
虐
し
い
た
げ
に
苦
し
む
民
衆
に
、
仏
道

を
実
践
す
る
聖
ひ
じ
り

の
僧
と
再
会
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
聖
の
口
か
ら
、
聖
徳
太
子
の
信
仰

の
業
績

ぎ
ょ
う
せ
き

の
偉
大
さ
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

を
聞
い
た
範
宴
は
、「
吾
れ
、
未
だ
仏
道
の

修
行
中
に
あ
り
、
聖
徳
太
子
の
廟
び
ょ
う
に
詣も
う

で
、

わ
が
修
業
の
道
を
拓ひ
ら

か
ん
」
と
決
意
し
、
旅

装
も
ほ
ど
ほ
ど
に
京
を
発た

ち
ま
す
。

道
を
西
へ
と
り
、
河
内
に
入
り
、
竹
之
内

街
道
を
東
に
進
み
ま
す
。
前
方
に
二
上
山

ふ
た
か
み
や
ま

の

雄お

岳だ
け

、
雌め

岳だ
け

が
見
え
ま
す
。
歩
む
範
宴
の
頭

に
、
聖
か
ら
学
ん
だ
太
子
像
が
浮
か
ん
で
ま

い
り
ま
す
。『
太
子
は
、
仏
教
を
国
の
教
え

と
さ
れ
、
十
七
条
憲
法
を
定
め
ら
れ
た
が
、

同
時
に
道
を
造
り
、
河
川
を
修
復
し
、
仏
寺

を
建
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
労
働
を
常
に
庶
民

と
共
に
し
、
共
に
汗
を
流
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
活
動
を
と
お
し
て
、
仏
道
を
易
し
く
説
か

れ
た
。
こ
の
故
に
、
す
べ
て
の
民
か
ら
敬け
い

慕ぼ

さ
れ
た
の
だ
。』
と
、
二
上
山
の
山
容

さ
ん
よ
う

が
次

第
に
眼
前
が
ん
ぜ
ん

に
迫
っ
て
く
る
と
共
に
、
範
宴
が

憧
れ
た
太
子
廟
び
ょ
う

に
は
や
る
心
で
急
ぐ
の
で
し

た
。
た
ど
り
つ
い
た
そ
れ
は
、
自
然
の
丘
陵

の
山
腹
に
う
が
た
れ
た
横
穴
式
石
窟
せ
っ
く
つ

で
、
簡

素
な
造
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。『
質
素
だ

が
、
こ
れ
こ
そ
、
自
分
が
敬
慕
し
て
い
た
太

子
の
姿
な
の
だ
。』
と
、
さ
ら
に
、
尊
崇
そ
ん
す
う

の

思
い
を
抱
く
の
で
し
た
。
石
窟
の
傍
に
小
さ

な
堂
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

石
窟
の
前
で
、
長
い
時
間
、
祈
り
を
捧
げ

て
い
た
範
宴
は
、
や
が
て
立
ち
上
が
る
と
、

人ひ
と

気け

の
な
い
そ
の
堂
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
三
日
間
の
断
食
修
業
に
入
る
の
で
す
。

食
も
水
も
断た

ち
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
太
子

の
面
影
を
し
の
び
、
念
仏
三
昧
ざ
ん
ま
い

の
行
に
入
る

の
で
す
。

第
一
夜
は
、
何
事
も
な
く
過
ぎ
ま
し
た
。

二
日
目
の
明
け
方
で
す
。
う
つ
ら
う
つ
ら
と

睡す
い

魔ま

が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
ハ
ッ
と
気
付
き

『
眠
っ
て
は
い
け
な
い
』
と
、
厳
し
く
、
自

分
に
言
い
き
か
せ
ま
し
た
が
、
ふ
た
た
び
、

夢
の
中
へ
沈
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の

時
、
鋭
い
光
が
範
宴
の
ま
ぶ
た
の
裏
に
輝
き

ま
し
た
。
そ
の
光
は
、
二
重
、
三
重
、
五
重

の
環わ

に
な
っ
て
近
付
い
て
き
ま
す
。
そ
し
て

一
瞬
い
っ
し
ゅ
ん、
水
晶

す
い
し
ょ
う
の
玉
の
よ
う
に
冴さ

え
き
っ
た
光

が
砕
け
散
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
闇
黒

あ
ん
こ
く

の
世

界
の
中
に
、
ゆ
っ
く
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
人
物
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
髪
は
蓬
髪
ほ
う
は
つ

で
肩
ま
で
垂
れ
、
衣
は
破
れ
、
汚
れ
た
ま
ま

で
す
。
手
に
斧
を
持
ち
、
野
性
に
満
ち
た
眼ま
な

差ざ

し
、
逞
た
く
ま
し
い
筋
肉
、
そ
の
人
は
？
　
ま
さ

し
く
、
聖
が
教
え
た
若
き
日
の
聖
徳
太
子
の

姿
そ
の
も
の
と
直
感
的
に
分
り
ま
し
た
。
夢

の
中
の
太
子
の
唇
が
動
き
、
澄
み
き
っ
た
声

が
流
れ
だ
し
ま
し
た
。
〝
し
な
て
る
　
か
た

お
か
や
ま
に
　
い
い
に
う
え
て
　
こ
や
せ
る

そ
の
た
ひ
と
　
あ
わ
れ
お
や
な
し
に
　
な
れ

な
り
け
め
や
　
さ
す
た
け
の
　
き
み
は
や
な

き
　
い
い
に
う
え
て
　
こ
や
せ
る
　
そ
の
た

ひ
と
あ
わ
れ
〞

〝
親
無
し
に
汝な
れ

生な

り
け
め
や
〞
そ
し
て
、

〝
そ
の
旅
人
た
び
と

あ
わ
れ
〞
と
、
う
た
い
終
え
た

太
子
は
、
そ
の
ま
ま
じ
っ
と
範
宴
を
見
つ
め

つ
づ
け
ま
し
た
。
範
宴
は
、
せ
ぐ
り
上
げ
る

も
の
を
止と
ど

め
得え

ず
、
温
か
く
、
優
し
く
抱
き

し
め
ら
れ
た
よ
う
な
感
覚
に
ひ
た
る
の
で
し

た
。
や
が
て
夢
幻
む
げ
ん

の
中
の
太
子
は
、
静
か
に

向
き
を
変
え
る
と
、
次
第
に
遠
ざ
か
っ
て
い

き
ま
し
た
。

三
日
間
の
こ
も
り
を
終
え
た
範
宴
は
何
か

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
竹
之
内
峠

を
東
に
越
え
ま
し
た
。
二
上
山
麓

ふ
た
か
み
さ
ん
ろ
く

を
東
西
に

貫
く
こ
の
山
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、ま
た
も
、

聖
の
語
り
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

古
代
、
帝
み
か
ど
が
世
を
去
る
と
、
多
く
、
こ
の
道

を
超
え
、
二
上
山
の
西
に
広
が
る
傾
斜
け
い
し
ゃ

地ち

に

葬
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
和
か
ら
見
れ
ば
、
夕
映
え
の
中
に
影
絵

の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
る
二
上
山
、
そ
の
こ

の
世
の
も
の
と
も
思
わ
れ
ぬ
美
し
い
景
観

に
、
人
々
は
西
方
浄
土

さ
い
ほ
う
じ
ょ
う
ど

を
心
に
画え

が

い
た
の
で

し
ょ
う
、
私
は
、
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
、

こ
の
太
子
、
河
南
の
地
が
、
古
代
の
人
々
に

と
っ
て
聖
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思

い
、
そ
の
故
に
こ
そ
、
こ
の
地
に
太
子
の
廟
び
ょ
う

が
存
在
す
る
の
だ
と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

範
宴
は
や
が
て
、
名
を
親
鸞
と
改
め
幾
多

の
苦
難
の
内
に
、
自
ら
を
錬れ
ん

磨ま

し
、
仏
道
を

あ
ま
ね
く
人
々
の
心
の
中
に
培
つ
ち
か
っ
て
い
く
の

で
す
が
、
時
の
流
れ
の
中
で
、
思
い
も
か
け

ぬ
法
難
に
遭
遇
そ
う
ぐ
う

し
、
北
陸
の
地
に
流
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
教
え
は
、
歴
史
の
中
に
、

静
か
な
光
芒
こ
う
ぼ
う

を
放
っ
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

今
、
私
は
、
こ
の
『
親
鸞
』
の
書
を
読
み
、

た
と
え
文
学
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て

も
、
こ
の
郷
土
の
歴
史
の
章
に
会
っ
て
、
懐

か
し
さ
と
共
に
、
聖
徳
太
子
を
よ
り
身
近
な

存
在
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

喜
び
と
し
て
お
り
ま
す
。

引
用
文
献
　

講
談
社
刊
　
五
木
寛
之
著
『
親
鸞
』

（
元
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
講
師

岡
本
　
次
男
）

し
あ
わ
せ
231

『
親
鸞
し
ん
ら
ん

』
を
読
ん
で

大和の側から見た二上山

農業フェア
農産物展示品評会・即売会
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問題をよく読んで、３つの中から正しいものを
選び、ハガキで応募してください。

１．地域公共交通を考えるシンポジウムが行われ
るのはどこ？
①ぷくぷくドーム　　②中央公民館
③かなんぴあ

（ヒント　？　）
２．今月の健康料理は、何肉とキャベツの重ね蒸
し？
①牛肉　　②鶏肉　　③豚肉

（ヒント13ページ）
３．サマージャンボ宝くじ・1000万円サマーの発
売はいつから？
①７月７日d ②７月17日g ③７月27日c

（ヒント　？　）
４．７月11日aに行われるのは、何通常選挙？
①衆議院議員　②参議院議員　③町議会議員

（ヒント　？　）
５．町立プールと中学校プールで行われるのは、
子ども何教室？
①マラソン　　②水泳　　③山登り

（ヒント21ページ）
u応募方法 ハガキに答え（例１－①）、住所、
氏名、年齢、電話番号と広報などに関するご意
見があれば書き添えてください。全問正解者の
なかから、抽選で２人に500円の図書カードを
プレゼントします

uあて先 〒585-8585（住所不要）河南町役場人
事広報課「広報クイズ」係

u締め切り ７月15日（当日消印有効）
u６月号の正解 １－③、２－②、３－③、４－
②、５－②
u当選者 厳正な抽選の結果、次の２人に図書カ
ードをお送りします（応募総数12通・敬称略）
山下　愛（寛弘寺）、辻元 ヨシ子（寛弘寺）

５問全問正解で、
500円の図書カードが当たる

11

私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
お
母

さ
ん
が
看
護
師
で
、
そ
の
仕
事
す
が

た
が
す
ご
く
か
っ
こ
よ
か
っ
た
か
ら

で
す
。
で
も
看
護
師
に
な
る
た
め
に

は
、
勉
強
を
い
っ
ぱ
い
し
な
い
と
い

け
な
い
事
を
、
お
母
さ
ん
に
聞
き
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
勉
強
を
め
っ

ち
ゃ
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

毎
日
毎
日
勉
強
ば
か
り
で
は
、
や
っ

ぱ
り
つ
ら
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
私

は
、
看
護
師
に
な
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
の
命
を
助
け
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
な
の
で
私
は
、
今
年
一
年

学
校
で
も
家
で
も
、
勉
強
を
中
心
に

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
も

し
将
来
、
国
家
試
験
を
と
お
っ
て
、

看
護
師
に
な
っ
た
ら
、
し
っ
か
り
働

い
て
、
お
金
を
か
せ
い
だ
ら
、
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
、
恩
返
し
を
し

た
い
で
す
。

青
山
椒
今

あ
お
ざ
ん
し
ょ
う
い
ま
が
旬
し
ゅ
ん

と
て
こ
れ
程ほ
ど

に節
　
子

車
前
草

お

お

ば

こ

の
芽
吹
め

ぶ

く
を
踏ふ

ま
れ
畦あ
ぜ

の
径み
ち

麗
　
子

書
道
具

し
ょ
ど
う
ぐ

に
父ち
ち

を
恋こ

ひ
け
る
夏
書

げ
が
き

か
な

庸
　
子

湯ゆ

の
宿や

ど

の
外
灯

が
い
と
う

消け

さ
れ
蛍

ほ
た
る

と
ぶ正

　
子

パ
ソ
コ
ン
の
眼
休

ま
な
こ
や
す

め
ん
夕
端
居

ゆ
う
は
し
いセ

ツ
子

我
老

わ
れ
お

い
し
登
高

と
う
こ
う

の
腕う
で

か
か
え
ら
れ

弓
紀
子

茅
渟
ち

ぬ

の
海
眺

う
み
な
が

め
の
尾
根
お

ね

や
登
高

と
う
こ
う

す
千
香
子

つ
ぎ
つ
ぎ
と
実み

梅う
め

の
落お

つ
る
古こ

墳ふ
ん

か
な

照
　
子

山
水

さ
ん
す
い

の
掛
軸

か
け
じ
く

搖ゆ

る
る
夏な
つ

座ざ

敷し
き

喜
美
子

か
な
ん
句
会

か
な
ん
句
会�

か
な
ん
句
会

か
な
ん
句
会�

か
な
ん
句
会�

田中　日南 さん
（河内小学校６年）

写っている人に写真を差し上げます。希望者は人事広報課へ連絡してください。 ※印の写真は、差し上げられません。

私の夢

夏の午後のひととき、一緒にダンスを楽しみませんか！
ぜひお越しください。
u日時 ７月11日a 午後１時～４時30分
u場所 農村環境改善センター
u参加費 1,000円
※参加希望者は、なるべく事前に連絡して
ください。
u応募・問い合わせ

森永 1（93）2482、
十川 1（93）2992宅�

宅�

かしこい消費者になるために
～ 計量に関する講習会を開催 ～

消費生活友の会

毎日の買い物の中で、「商品の目方・内容量は正確？」
と疑問に思ったことはありませんか。
正しい計量は、品質・価格とともに「良い商品」の基

本です。
私たちの暮らしに密接に関わる「計量」について、一

緒に勉強してみませんか（参加無料、応募不要）。
u日時 ７月15日e 午後１時～３時
u場所 役場４階　401会議室
u講師 大阪府計量検定所職員
uテーマ 「くらしのなかの計量」
u問い合わせ 町消費生活友の会

代表　辻 1（93）3239宅�

“シャル・ウィ・ダンス！”

町文化協会 社交ダンスクラブ

介護に追われ、悩みや不安の連続、身も心もクタクタにな
ってしまいます。
介護者（家族）の会「さくらんぼ」は、同じ悩みを持つ者

が集まり・励まし助け合い、地域の人達の協力を得ながら、
自分たちの悩みを解決していく会です。介護者だけでなく、
介護の問題に関心のある人や、ボランティアを希望する人な
ど、誰でも入会できます。
気軽に問い合わせてください。

u活動内容 交流会、見学会、フェスティバル、訪問ボラン
ティア部会、手作り部会　ほか
u費用 1,200円（年額）
u問い合わせ 社会福祉協議会　1（93）6299

介護者（家族）の会
「さくらんぼ」会員募集

手話サークル「たけの子」では、手話に関心を持ってもら
おうと、夏休みふれあい手話教室を行います。
事前申し込みは不要ですので、気軽にお越しください。

u日時 ８月７日g 午前10時～正午
u場所 大宝地区公民館
u問い合わせ

東野 1（93）2476 または高齢
障がい福祉課（かなんぴあ内）

宅�

夏休みふれあい手話教室

「つばさ」合唱団は、毎週土曜日の練習活動のほか、施設
訪問や大阪府内の少年少女合唱団での交歓演奏会に参加して
います。
u対象 幼稚園年長児から高校生
u主な練習日 毎週土曜日　午前10時～正午
u場所 中村小学校（旧中村幼稚園・遊戯室）
u問い合わせ 西奥 1（90）3211宅�

つばさ合唱団で元気に
歌いませんか　～会員募集中～

町文化協会 つばさ合唱団

※
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■ 7月のスケジュール

けんこうガイド�けんこうガイド�けんこうガイド�

診察科目 名称・住所など 診察日 時　　間

内　　　容 月　日 時　　間 備　　　　　考

内　　　容 月　日 時　　間 備　　　　　考

場所　富田林保健所 1（23）2681

休　日　診　療

子どもの夜間・早朝の急病は　消防本部 1（90）3119へ

大阪府小児救急電話相談（午後８時～翌朝８時）
106（6765）3650 ……………ダイヤル回線・ＩＰ電話利用の場合
♯８０００ …………携帯電話・ＮＴＴプッシュ回線利用の場合

場所　かなんぴあ（保健福祉センター）

住 民 健 診 ７月１日e・ 受付　９：00～ 予約済みの人を対象に実施２日f

受付 育児から生活習慣病や介護に関する
健 康 相 談 毎週金曜日 ９：00～17：00

あらゆる相談を受け付けます
（電話による相談も可）

２歳児歯科健診 ７月８日e
受付 対象　平成20年６月～７月生まれ
13：00～13：15

歯　科　相　談 ７月８日e 受付　14：30 電話で予約してください

４ か 月 児 健 診 ７月14日d
受付 対象　４か月児
12：30～12：45

対象　３か月～６か月未満児（４
予 防 接 種 ７月14日d

受付 か月児健診と同時接種）
（Ｂ　　Ｃ　　G） 13：20～14：20 ※６か月～１歳未満児で未接種の

人は相談してください。

予防接種（ポリオ） ７月16日f
受付 対象　３か月～90か月（７歳６か
13：20～14：20 月）未満児

育　児　相　談 ７月20日c
受付 対象　２か月～12か月児
14：00～14：15

３歳６か月児健診 ７月21日d
受付 対象　平成18年12月～平成19年１
12：45～13：00 月生まれ

受付 対象　妊婦とその家族
両　親　教　室 ７月22日e

13：00～13：15
沐浴体験、ベビー用品、妊婦体操
など

受付 対象　離乳食から生活習慣病や介
栄　養　相　談 ７月26日b ９：00～16：00

護食まで栄養に関する相談を受け
付けます（電話による相談も可）

離 乳 食 講 習 会 対象　７か月～８か月児

（後　　期） ７月27日c 受付　13：00 ９か月～１歳６か月児の食事の話
や調理実習、試食など

１歳６か月児健診 ８月５日e
受付 対象　平成20年12月～平成21年１
12：45～13：00 月生まれ

こころの健康相談 予約制 ９：30～17：00 電話で問い合わせてください

エイズに関する相談 月～金 ９：30～17：00 予約は不要です　電話相談も可（19日を除く）
予約は不要です　匿名での検査も

血　液　検　査 ７月７日d
可能　エイズ抗体検査は無料です

21日d
13：00～14：00 が梅毒血清反応検査、クラミジア

抗体検査は手数料が必要になる場
合があります

血　液　検　査 ７月21日d ９：30～10：30
電話で予約してください（先着

（肝炎ウイルス検査） 順、検査無料）
飲 用 水 ・ 毎週月曜日 ９：30～11：30

検査手数料が必要
井 戸 水 検 査 月曜日が祝日の時は翌火曜日
腸 内 細 菌 検 査 毎週月曜日 ９：30～11：30

検査手数料が必要
寄 生 虫 卵 検 査 月曜日が祝日の時は翌火曜日
医療機関に関する 月～金 ９：00～12：15 予約は不要です相　　　　　　談（19日を除く）13：00～17：30

内　科・歯　科 休日診療所 1（28）1333 日曜日・祝日・受付住所　富田林市向陽台1-3-38 年末年始ああ９：00～11：30小　　児　　科 富田林病院 1（29）1121 （12月29日～
13：00～15：30（中学生まで） 住所　富田林市向陽台1-3-36 １月３日）

午後８時から翌朝８時まで小児急病診療を行っています。
消防本部では当番の病院を紹介し、場合によっては救急車での搬送を行います。

夜間の子どもの急病時、病院に行ったほうがよいかどうか判断に迷った時、小児科
医の支援体制のもとに看護師や保健師が電話で相談に応じます（医療行為は行いま
せん）。
「こどもの救急」ホームページ（http://kodomo-qq.jp/）でも、受診判断の目安となる
情報を掲載していますので活用してください。

エイズ・梅毒・
クラミジア
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※相談や検査に関するプライバ
シーは守ります。

災害時協力井戸に登録を！
災害時協力井戸として登録すると27項目の水質検査を無料で行います。
井戸を所有している家庭は、連絡してください。 u問い合わせ 富田林保健所　1（23）2681

材　料（４人分）

キャベツ………………葉８枚
生シイタケ………………６枚
豚肉（肩ロース）………250ｇ
酒……………………小さじ２
サラダ油…………………少々
片栗粉……………………少々

だし汁 ……… 1／2カップ
酒………………大さじ１

Ａ
しょうゆ………小さじ２
みりん…………小さじ２
砂糖 …………小さじ2／3

塩 ……………小さじ1／4

片栗粉……………小さじ１
水…………………大さじ１

食生活改善推進協議会

〈今月の料理〉

豚肉とキャベツの
重ね蒸し

キャベツは、ゆでるより蒸す方
が甘味がでます。また、加熱する
ことで量が減り、たくさん食べら
れます。
間にネギやモヤシなど、いろい
ろな野菜を重ねてもおいしいです
よ。また、アサツキなどを散らす
と色どりもきれいですね。

栄養士さんの
ワンポイントアドバイス

（１人分）エネルギー：203kcal ／ 塩分：0.8ｇおいしく楽しく

健 康 料 理�健 康 料 理�健 康 料 理�

―― 作り方 ――
qキャベツは、芯をそぎ取って厚みを
そろえ、耐熱容器に入れてラップを
し、レンジで３～４分蒸す。

w生シイタケは、軸を落とし、薄切り
にする。

e豚肉は５㎝長さに切り、酒で下味を
つける。

r耐熱皿に薄く油を塗り、qの２枚を
厚みが均等になるようにずらして敷

き、薄く片栗粉を振る。その上に
weqの順に重ね、これを繰り返し、
３つの層にする。

trを蒸し器で15分ほど蒸す。
y小鍋にＡを入れて、ひと煮立ちさせ、
水溶き片栗粉を加えて、とろみをつ
ける。

utを適当な大きさに切って器に盛り、
yをかければ出来上がり。

します。

今回の通知以降に納める保険料額は、

４月に仮決定した介護保険料額を差し

引いた額となります。特別徴収者は

10・12・２月分、普通徴収者は７月～
３月分の各納期ごとに納めます。

《特別徴収対象者》

次の条件に該当する人は、原則とし

て、直接年金から保険料を納めます。

65歳以上で町に住所を有し、老齢（退
職）・遺族・障害年金を年額18万円以
上受給している人

※上記の条件を満たしていても、平成

21年度中に税の修正申告や世帯の課税
状況などの異動で保険料額が変わった

場合は、普通徴収になります。

《普通徴収対象者》

保険料は、納付書または口座振替で

納めます。

①特別徴収に該当しない人【老齢（退

職）・遺族・障害年金が年額18万円
未満の人や老齢福祉年金を受給して

いる人】

②年金額が年額18万円以上でも、次の
いずれかに該当する人

¡年度途中で、65歳になった
¡年度途中で、他市町村から転入した

¡修正申告などで保険料額が変わった

¡年金の一時差し止めや支給停止にな

った

※②の人は、特別徴収に切り替わるま

での期間、普通徴収となります。

介護保険料を特別徴収（直接、年金

から納める方法）している人には「平

成22年度納入通知書（介護保険料額決
定通知書）兼特別徴収開始通知書」を、

また普通徴収（納付書または口座振替

による徴収）の方法で納めている人に

は「平成22年度納入通知書（介護保険
料額決定通知書）」を７月上旬に送付

期）までの各月の保険料は、年間保険

料から仮算定保険料（４～６月分）を

差し引き、残りを９等分したものです。

40歳以上65歳未満の人には、介護保
険第２号被保険者としての保険料が含

まれています。また、今年度から基礎

賦課限度額（医療分）が年額44万円か
ら年額47万円となり、後期高齢者支援
金等賦課限度額が年額12万円から年額
13万円となりました。
世帯主を含む国民健康保険の加入者

全員が65歳以上の場合、公的年金から
の支払い（特別徴収）になります。た

だし、年金の額などによっては、特別

徴収されない場合があり、その際はこ

れまでどおり普通徴収（自主納付・口

座振替）となります。また、特別徴収

となっても、口座振替での納付を希望

する場合は、申し出により選択ができ

ますので、事前に問い合わせてくださ

い。

国民健康保険は、病気やケガをした

ときに安心して医療が受けられるよ

う、国の負担金などと皆さんの保険料

によって運営されています。保険料は、

毎月期日までに必ず納めてください。

口座振替は、原則として毎月20日が
振替日となっていますので注意してく

ださい。

u問い合わせ 保険年金課保険年金係

u問い合わせ 高齢障がい福祉課介護

保険係（かなんぴあ内）

u70歳未満の人（町の国民健康保険証
を持っている人）

「限度額適用認定証」を医療機関に

提示することで、入院時の窓口での支

払いが限度額までになります。限度額

は所得区分に応じて適用するため、入

院前に申請し必ず認定証の交付を受け

てください。

※この認定証は保険料に未納があると

交付されません。必ず保険料を納付し、

申請してください。

u70～74歳の人（町の国民健康保険
証・高齢受給者証を持っている人）

住民税非課税世帯の人が入院したと

き医療費の自己負担限度額・食事負担

が減額される「限度額適用・標準負担

額減額認定証」を交付しますので、国

民健康保険証、高齢受給者証、印鑑を

持参し、入院前に申請してください。

すでに「限度額適用認定証」「限度

額適用・標準負担額減額認定証」「標

準負担額減額認定証」を持っている人

は、有効期限が７月31日gとなってい

ますので、引き続き必要な場合は改め

て申請してください。

u申請・問い合わせ 保険年金課保険

年金係

国民健康保険の平成22年度の年間保
険料を決定（本算定）しました。７月

中旬に決定通知書を送付しますので、

保険料や算定の基礎となる数字などを

確認してください。

７月（第４期）から翌年３月（第12

65歳以上の人へ
～平成22年度の介護保険料が

決まりました～

「限度額適用認定証」「限度額
適用・標準負担額減額認定証」の

交付を受けてください

女性特有のがん検診推進事業として
表の年齢に該当する人に、子宮頸が
ん・乳がん検診の『無料クーポン券』
と『検診手帳』を７月下旬に送付しま
す。送付後は医療機関などでの受診が
混雑することが予想されますので、早
めに申し込みをしてください。
保険を使っての受診や、人間ドック
などでの受診後の費用の払い戻しはで
きませんので、注意してください。
u問い合わせ 子育て健康課健康管理
係（かなんぴあ内）

u子宮頸がん検診
年齢 生年月日

20歳
平成元年４月２日～

平成２年４月１日

25歳
昭和59年４月２日～

昭和60年４月１日

30歳
昭和54年４月２日～

昭和55年４月１日

35歳
昭和49年４月２日～

昭和50年４月１日

40歳
昭和44年４月２日～

昭和45年４月１日

u乳がん検診

介 護 保 険

年齢 生年月日

40歳
昭和44年４月２日～

昭和45年４月１日

45歳
昭和39年４月２日～

昭和40年４月１日

50歳
昭和34年４月２日～

昭和35年４月１日

55歳
昭和29年４月２日～

昭和30年４月１日

60歳
昭和24年４月２日～

昭和25年４月１日

女性特有のがん検診 ～子宮頚
けい

がん検診・
乳がん検診～

７月以後の保険料
決定通知書が届きます

国 民 健 康 保 険
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平成22年度の後期高齢者医療保険料の決定（本算定）
に伴い、被保険者の皆さんに保険料額決定通知書およ
び納入通知書を送付しますので、内容を確認してくだ
さい。
保険料の納入方法は、年金からの支払いで納める

「特別徴収」と、町から送付する納付書や口座振替な
どで納める「普通徴収」の２通りです。
また、年度途中に被保険者となった人は、資格を取
得した月から月割で保険料を納めます。
s「特別徴収」：年金から納付する人 原則として、
年額18万円以上の年金受給者は、毎年度４月から年６
回の年金支給の際、直接、年金から保険料を納めます。
s「普通徴収」：納付書や口座振替などで納付する人
特別徴収の対象とならない人は、毎年７月から翌年３
月までの９期割りで納入通知書（納付書）や口座振替
などで保険料を納めます。
※10月から特別徴収に変わる場合があります。
※「特別徴収（年金からの支払い）」を口座振替に変

新しい被保険者証は、“水色”で、７月下旬までに
送付します。有効期限は平成23年７月31日までの１年
間で、手元に届いたときから使用できます。
また、現在持っている被保険者証（桃色）の有効期
限は、７月31日までです。それ以後は使用できません。
有効期限の過ぎた被保険者証は破棄するか、町保険年
金課へ返却してください。

被保険者証を送付する際
に「ジェネリック医薬品希
望カード」を同封していま
す。
ジェネリック医薬品を希

望する場合は、そのカードを医師・薬剤師に提示して
ください。

更することができます。

希望する人は、手続きや基準がありますので、町保

険年金課へ問い合わせてください。

自己負担割合は、毎年８月１日現在で当該年度（４

月から７月までは前年度）の「地方税法上の各種所得

控除後の所得（課税標準額）」により定期判定を行い

ます。

医療機関での自己負担割合は、「一般の人は１割」、

「現役並み所得者は３割」です。

《現役並み所得者の判定》
「地方税法上の各種所得控除後の所得（課税標準額）」

が145万円以上ある後期高齢者医療制度の被保険者お
よび、その人と同じ世帯に属する被保険者は、すべて

現役並み所得者として３割負担となります。

※被保険者証の有効期限内であっても、世帯構成の変

更や所得更正などで、自己負担割合が変更になる場合

があります。この場合の判定では、４月から７月まで

は前年度、８月から翌年３月までは当該年度の所得

（課税標準額）を用います。

※ただし、現役並み所得者として３割負担と判定された
場合でも、次の要件に該当するときは、町保険年金課に
申請（基準収入額適用申請）することで、１割負担に変
更することができます。
申請が認められると原則申請日の翌月初日から有効な

１割負担の被保険者証が、後日交付されます。

● 同一世帯に被保険者が一人の場合
a被保険者本人の収入額が383万円未満のとき

● 同一世帯に被保険者が複数いる場合
a被保険者の収入の合計額が520万円未満のとき

● 同一世帯に被保険者が１人で、かつ、同一世帯に
70歳以上75歳未満の人がいる場合
a被保険者本人の収入額が383万円以上の場合で、
被保険者本人および70歳以上75歳未満の人の収
入の合計額が520万円未満のとき

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証
（減額認定証）は、医療機関に入院した際に窓口で提
示すると、医療費、食事代の負担が軽減されるもので、
住民税非課税世帯（低所得Ⅰ、Ⅱ）に属する被保険者
が対象です。
現在、交付されている減額認定証の有効期間は７月

31日までです。引き続き８月１日から有効となる減額
認定証の交付を受けるには、７月中に町保険年金課で
手続きをしてください。
これまで交付を受けていなかった人でも対象とな

り、交付を希望する場合は、随時、町保険年金課で申
請できます。

後期高齢者医療制度に関するお知らせ後期高齢者医療制度に�
　　　　　　　　関するお知らせ�
後期高齢者医療制度に�
　　　　　　　　関するお知らせ�
後期高齢者医療制度に�
　　　　　　　　関するお知らせ�
後期高齢者医療制度に�
　　　　　　　　関するお知らせ�
8月から後期高齢者医療被保険者証が変わります

平成22年度は、平成21年度と同様に保険料軽減措
置を行います。「保険料額決定通知書」に軽減額な
どを記載していますので、確認してください。
1 均等割額の軽減は、表のとおりです。
2 後期高齢者医療制度に加入する日の前日におい
て、会社の健康保険や共済組合、船員保険の被扶
養者であった人は、所得割額は課されず、均等割
額が９割軽減となります。

3 所得割額の賦課対象者のうち、所得割額算定に
かかる「賦課のもととなる所得金額」が58万円以
下（年金収入のみの場合は、その収入が211万円
以下※）の人は、所得割額が５割軽減されます。

後期高齢者医療保険料の決定

後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証の更新

保険医療機関などでの自己負担割合

●同一世帯内の被保険者全員が住民税
の課税所得（各種控除後の所得）が
145万円未満の場合

１割負担
（一般）a

●同一世帯内に住民税の課税所得（各
種控除後の所得）が145万円以上の
被保険者がいる場合

※この世帯に属する被保険者は、個人の所得
が課税標準額145万円未満であっても３割に
判定されます。

３割負担
現役並み
所得者

a

軽減後の被保
所得の判定区分 軽減割合 険者均等割額

（年額）

①下欄②に属する被保険者であり、かつ、当該世帯の被保
険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得が０円） ９割 04,903円
であるとき

②世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額な 8.5割 07,355円どが、基礎控除額（33万円）を超えないとき

③世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額な
どが【基礎控除額（33万円）＋24.5万円×被保険者の数 ５割 24,518円
（被保険者である世帯主を除く）】を超えないとき

④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額な
どが【基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者の数】 ２割 39,228円
を超えないとき

後期高齢者医療制度における保険料の軽減措置

（ ）

― 問い合わせ ―

◎制度全般に関すること 大阪府後期高齢者医療広域連合事務局

おもな業務内容 担当 電話番号

保険料、被保険者資格、被保険者証などに関すること 資格管理課 06（4790）2028

給付事務、保健事業（健康診査など）、医療費通知、レセプト点検に関すること 給　付　課 06（4790）2031

事務局庶務、予算編成・経理、広域連合議会、広報広聴に関すること 総務企画課 06（4790）2029

■自己負担限度額とその判定基準

（注１）医療費が267,000円を超えた場合は、その超えた分
の１％が加算されます。

（注２）（ ）内の金額は年４回以上該当した場合の４
回目以降の額。

※入院時の食事代や差額ベッド代など保険診療外の費用
は含みません。
※月の途中で75歳になった人の場合、その誕生月は、誕
生日前に加入していた医療保険制度と誕生日後の後期高
齢者医療制度における自己負担限度額が、それぞれ通常
月の２分の１（半額）になります。

※管理栄養士または栄養士により栄養管理が行われているなど
の場合。それ以外の場合は420円。

※適用を受けるためには町保険年金課での手続きが必要です。

■ 療養病床に入院したとき
食費と居住費の一部を自己負担します。
ただし、入院医療の必要性が高い人は上記の「入院

時の食事代」のみ負担します。

■ 入院時の食事代

課税
負担区分 標準負担額（１食当たり）

状況
現役並み所得者

260円
一　　般

210円
過去１年以内の入院日数が

低所得Ⅱ
90日以内の入院の場合

160円 過去１年以内の入院日数が
（※） 90日を超える入院の場合

低所得Ⅰ 100円

課税
負担区分

食費 居住費
状況 （１食当たり）（１日当たり）

現役並み所得者
460円 ※

一　　般
320円

低所得Ⅱ 210円
低所得Ⅰ 130円

老齢福祉年金受給者 100円 0円

課税
世帯

非課税
世帯

課税
世帯

非課税
世帯

課税 負担 自己負担限度額（月額）

状況 負担区分 割合 判定基準 外来 外来＋入院
（個人単位） （世帯単位）

同一世帯に住民税の課税所得 80,100円
現役並み ３割 （各種控除後の所得）が145万 44,400円 ＋1%（注1）
所得者 円以上の被保険者がいる場合 （44,400円）

（注2）
同一世帯の被保険者全員の住

一　般 民税の課税所得（各種控除後 12,000円 44,400円
の所得）が145万円未満

低所得Ⅱ 住民税非課税世帯に属する被 24,600円保険者
¡住民税非課税世帯のすべて

１割 の世帯員の各所得が０円と
なる人。 08,000円

低所得Ⅰ ただし、公的年金など控除 15,000円額は80万円として計算。
¡住民税非課税世帯に属する
老齢福祉年金を受給してい
る被保険者

課税
世帯

非
課税
世帯

◎保険料の納付、その他各種届出に関すること 町保険年金課老人医療係
※収入のあった年の12月31日時点で65歳以上の人の場合。
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地域の情報

ハローワーク河内長野と管内市町村

が連携し、求人情報の提供と職業紹介

を身近な場所で行います。

u日時 ７月21日d 午後１時～４時

（受付時間は午後３時30分まで）
u場所 大阪狭山市役所別館

u持ち物 ハローワークカードを持っ

ている人は、持参してください

uその他 今後、河南町や富田林市、

河内長野市などでも実施を予定してい

ます

u問い合わせ 大阪狭山市市民部農政

商工グループ　1 072（366）0011

離職者などの求職者を対象に施設見

学会を行います。

《施設見学会（体験実習を含む）》

u日時 ７月29日e 午後１時30分～
３時50分（申込不要、全科目で開催）
u場所 府立南大阪高等職業技術専門

校（和泉市テクノステージ）泉北高速

鉄道「和泉中央」駅から南海バス「テ

クノステージセンター前」下車

《10月入校生徒募集》
u入校募集科目 ネットワークセキュ

リティ科（訓練期間６か月）、空調設

備科（訓練期間１年）

u定員 各科30人
※７月20日c～８月19日eの間に、ハ

ローワークで願書受付。

u授業料 無料（教材費などの実費が

必要）

u問い合わせ 大阪府立南大阪高等職

業技術専門校　1 0725（53）3005

テレビ・ラジオを利用して行う、通

信制の大学です。

u募集学生の種類

《教養学部》
¡科目履修生（６か月在学し、希望す

る科目を履修）

¡選科履修生（１年間在学し、希望す

る科目を履修）

¡全科履修生（４年以上在学し、卒業

を目指す）

《大学院》
¡修士科目生（６か月在学し、希望す

る科目を履修）

¡修士選科生（１年間在学し、希望す

る科目を履修）

u出願期限 ８月31日b（必着）

※詳しくは入学案内（無料）を請求し

てください。http://www.ouj.ac.jp

u資料請求・問い合わせ 放送大学大

阪学習センター（〒543－0054大阪市天
王寺区南河堀町４－88、大阪教育大学
天王寺キャンパス内）

1 06（6773）6328

自転車と原付バイクが駐車可能で、

一時利用もできます（近鉄長野線「喜

志」駅改札口へは、地下専用通路で直

結）。

u利用料金

※その他、３か月定期や回数駐車券も

有ります。

u利用時間 午前６時～翌日の午前０

時30分
u申し込み・問い合わせ 富田林市営

喜志駅地下自転車駐車場　1（24）6293

現在、厚生労働省では、後期高齢者

医療制度廃止後の新たな制度の検討が

進められています。

皆さんからの意見を幅広く反映でき

るよう、全国各地で公聴会が開かれま

す。今回、大阪府で公聴会を開催しま

すので、ぜひお越しください（参加無

料、事前応募必要）。

u日時 ８月10日c 午後１時～３時

30分（開場：正午）
u場所 中央公会堂（大阪市北区）地

下鉄御堂筋線「淀屋橋」駅下車１番出

口から徒歩約５分

u内容

¡新たな高齢者医療制度案の概要説明

¡参加者との意見交換

u応募方法 ①～⑦の必要事項を明記

し、ハガキ（〒100－8916 東京都千代

田区霞が関１丁目２番２号　厚生労働

省保険局高齢者医療課）または電子メ

ール（kochokai@mhlw.go.jp）で、

７月27日c（当日消印有効）までに応

募してください

①高齢者医療制度公聴会参加希望、②

開催地「大阪府」、③氏名（フリガナ）、

④郵便番号・住所、⑤電話番号、⑥職

業、⑦年齢

※応募多数の場合は抽選。開催日の１

週間前までに入場券を送付します。

u問い合わせ 厚生労働省保険局高齢

者医療課　1 03（5253）1111

大阪府交通対策協議会では、夏休み

期間中の子どもの交通事故防止と、高

齢者や二輪車・自転車利用者の事故防

止、飲酒運転の根絶を目指し、「夏の

交通事故防止運動」を行います。

交通ルールを守り、交通事故防止に

努めましょう。

u問い合わせ 富田林警察署

1（25）1234

u申し込み受付期間 ７月１日e～８

月11日d

u第１次選考 ９月19日a

u採用予定人員 男性：約350人、女
性：約50人
※詳細は、問い合わせてください。

u問い合わせ 富田林警察署

1（25）1234

市町村振興宝くじ「サマージャンボ

宝くじ」と「1,000万サマー」が７月
７日dから発売です（１枚300円）。
この宝くじの収益金は、市町村の明

るく住み良いまちづくりに使われます。

大阪府内の宝くじ売り場でお買い求め

ください。

サマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて３億円

１等２億円（33本）と前後賞各
5,000万円、２等１億円（99本）（発売
額990億円、33ユニットの場合）

《1,000万円サマー》
１等1,000万円（600本）、２等１万

円（60,000本）（発売額180億円、６ユ
ニットの場合）

u発売期間 ７月７日d～30日f

u抽選日 ８月10日c

u問い合わせ (財)大阪府市町村振興

協会　1 06（6920）4566

府立近つ飛鳥博物館では、夏季企画

展「古墳ってなあに？－「こふん」な

になぜ教室－」を行います。ぜひお越

しください。

u期間 ７月17日g～９月５日a

u開館時間 午前10時～午後５時（入
館は午後４時30分まで）
u休館日 月曜日（祝日の場合は翌日）

u入館料 一般400円、高校・大学
生・65歳以上300円、20人以上の団体
は２割引、中学生以下・障害者手帳を

持つ人（介助者を含む）は無料

《子ども向けイベント》

¡勾玉
まがたま

つくり工房 ７月24日g、８月

７日g・21日g 午後２時～４時

先着50人　参加費（材料代）大300
円・小100円　博物館玄関前

¡博物館探険ツアー ７月31日g、８

月28日g 午後２時～３時　先着20
人　参加費無料　相談カウンター前

集合

¡ペーパークラフト ８月８日a 午

後２時～４時　先着50人　参加費無
料　博物館地階ホール

¡古墳見学会 ８月14日g 午後１時

30分現地集合「黒姫山古墳と堺市み
はら歴史博物館」 定員30人　参加
費200円（保護者は別途現地での入
館料が必要）

※応募は、往復ハガキまたはホームペ

ージから。８月１日a（必着）。

u一般向け（博物館地階ホール）

¡第27回土曜講座　７月24日g 午後

２時～３時「松原市大和川今池遺跡

東部の調査―家形埴輪を伴う方墳

―」市村慎太郎さん（(財)大阪府文

化財センター）定員200人、参加費
200円（当日の入館券の半券または、
年間パスポートがあれば無料）

¡講演会 ８月８日a 午後１時30分
～３時「（仮）東アジアの中の日本

の古墳時代」白石太一郎さん（近つ

飛鳥博物館館長）

※当日正午から１階ロビーで整理券を

配布（定員200人：先着順）。
※聴講には、当日の入館券の半券また

は年間パスポートが必要。

※詳細は、ホームページまたは博物館

へ問い合わせてください。

http://www.mediajoy.com/chikat

su/

u問い合わせ 府立近つ飛鳥博物館

1（93）8321

u航空学生

¡各種航空機のパイロット養成

¡６年後、幹部に任官

¡応募資格：日本国籍を有する高卒

（見込含む）～21歳未満の人
u一般曹候補生

¡小部隊指揮官の養成

¡入隊後２年９か月経過以降、選考に

より３曹に昇任

¡応募資格：日本国籍を有する18歳以
上27歳未満の人

u受付期間 ８月１日a～９月10日f

u応募・問い合わせ 自衛隊大阪地方

協力本部富田林地域事務所

1（24）3799

u日時 ７月８日e 午前10時～正午
u場所 かなんぴあ２階　ボランティ

アルーム

u内容 ミニうちわ用のちぎり絵作り

（費用が必要）、ボランティアに関する

情報交換や相談

u問い合わせ 町ボランティアセンタ

ー（社会福祉協議会内）1（93）6299

7月の相談

おでかけサポート！
ハローワークin大阪狭山

府立南大阪
高等職業技術専門校
施設見学会・生徒募集

放送大学
10月入学生募集

喜志駅地下自転車駐車場を
利用してください

夏の交通事故防止運動
７月１日(木)～31日(土)

第２回大阪府警察官募集
公聴会開催

～新たな高齢者医療制度の
あり方について～

サマージャンボ宝くじ
1,000万サマー
～７月７日から発売～

近つ飛鳥博物館
平成22年度夏季企画展

自衛官募集
《パイロット・

ハイテク技術に挑戦》

ボランティアサロンへ
気軽にお越しください

さくらんぼ相談 7月22日（木） 午後1時30分～3時
日ごろの介護について介護者（家族）の会「さくらんぼ」の役員が相談に応じます。
u場所 かなんぴあ1階　障がい者ルーム　u問い合わせ 社会福祉協議会　1（93）6299

カーナビ盗難に注意！～富田林警察署管内で多発～
深夜から早朝にかけて、車のまわりで不審な人を見たり、物音を聞き「怪しい」と思った
ら通報してください。 u問い合わせ 富田林警察署　1（25）1234

内　　　容 日　　程 時　　間 場　　　　所

心 配 ご と 相 談 ９日f・23日f 13：30～15：00 かなんぴあ１階　相談室

消 費 生 活 相 談 木曜日 10：00～16：30 役場２階　まちづくり推進課

農 　 地 　 相 　 談 月～金曜日 ９：00～17：00 役場２階　農業委員会事務局

就 　 労 　 相 　 談 月～金曜日 ９：00～17：00 役場２階　まちづくり推進課

役場１階　相談室１
女 性 ・ 人 権 相 談 月～金曜日 ９：00～17：00 太子町役場 1（98）5515

千早赤阪村役場 1（72）0081

進 路 ・ 教 育 相 談 月～金曜日 13：00～17：00 役場３階　教育課

府民お問合せセンター情報プラザ

府 政 相 談 月～金曜日 ９：00～17：30
（南河内府民センタービル１階）
電話での問い合わせは、
1 06（6910）8001
大阪府総合府民相談室

交通事故相談 月～金曜日 ９：00～17：30 （大阪府庁別館１階）
1 06（6941）7000

府
の
相
談

区　分
定期利用料金 一時利用料金

１か月 １回駐車券

自　転　車 2,300円
200円

（高校生以下） （1,900円）

原付バイク 3,300円 300円

《 》
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中央公民館図書室

■なりひらの恋
（三田

み た

誠広
まさひろ

著）

美男子なのに後ろ
向き、高貴な出なの
にマイペース…。歴
史上の在原業平

ありわらのなりひら

では
なく、伊勢物語に

「むかし男ありけり」と語られた伝説
のプレイボーイの恋物語。

■万能鑑定士Q
（松岡　圭祐

けいすけ

著）
都内に異常増殖し
た力士シールの怪、
ニセ札大量発生によ
るハイパーインフレ
の危機…。記憶と照
らし合わせて瞬時に

あらゆる物の価値や真贋
しんがん

を判定する、
万能鑑定士・凛

りん

田
た

莉子
り こ

が、そのすべて
の謎を見抜く！

新着本紹
介�新着本紹
介�新着本紹
介�

図書室だより�図書室だより�図書室だより�

sその他の新しい本
¡裁判員 （小杉　健治　著）
¡春告鳥 （杉本　章

あき

子
こ

著）
¡小暮写眞館 （宮部　みゆき　著）
¡火

ほ

群
むら

のごとく（あさの　あつこ　著）
¡依頼人 （結城　五郎　著）

u開室時間 午前10時～午後５時
u休室日 ７月５日b、12日b、19

日-、26日b

u問い合わせ 中央公民館図書室
1（93）2500

町の情報�

Town
InformationTown
InformationTown
Information

家で庭の手入れなど外の作業をする

際は、必ず軍手をはめるなどしてくだ

さい。

もし、セアカゴケグモを発見したら、

市販の家庭用殺虫剤（スプレー式など）

で駆除しましょう（卵は必ず足で踏み

つぶしてください）。

セアカゴケグモは、攻撃性のないお

となしいクモなので、素手で触らない

限り、かまれることはありません。

万一、かまれた場合は、傷口を温水

やせっけん水で洗い、包帯や止血帯は

せずにできるだけ早く病院へ行って治

療を受けることが必要です（病院へは

駆除後のクモを持参してください。適

切な治療につながります）。

http://www.pref.osaka.jp/kankyo

eisei/sumai/２seaka/image/se_

gekkan.pdf

u問い合わせ 生活環境課環境衛生係

または富田林保健所　1（23）2681

身近にある自然にふれることによっ

て、環境に対する豊かな感受性を育て、

自然と人間社会との調和のとれた「地

球環境」について、理解を深めてもら

うため、近隣市町村と大和川水環境協

議会と合同で親と子のふれあい自然学

習会を行います（参加無料）。

u日時 ８月４日d 午前10時～正午
（小雨決行、雨天または河川増水時は

中止）

u場所 石川（河内長野市滝畑　出合

橋付近）

u内容 水生生物の観察会

u持ち物 筆記用具、弁当、着替え

（水着）など

u交通手段 現地に駐車場はありませ

ん。河内長野駅前からの無料送迎バス

を利用してください（河内長野駅発：

午前８時45分、50分、55分）
※復路（滝畑ダム発：午後２時）。

u応募方法 ７月23日fまでに電話で

応募してください

u応募・問い合わせ 生活環境課環境

衛生係

7月のごみ・し尿
ごみの種類および地区名 収　集　日

大宝地区 毎週月・木曜日

大宝地区以外 毎週火・金曜日

もえないごみ（粗大ごみ） 第４水曜日（28日）

空き缶・空きビン 第２水曜日（14日）

ペットボトル、プラスチック製容器包装 第２木曜日（８日）
（発泡スチロール含む） 第４木曜日（22日）

※当日、午前８時ごろから収集に入りますので、それまでに
地区の資源ごみ置き場に出してください。ご協力お願いし
ます（地区により収集時間が遅くなることもあります）。

も
え
る
ご
み

資

源

ご

み

地　　区　　名 通常の収集日 月２回収集申込者の収集日

東山・一須賀・大ヶ塚・山城・
寺田・白木・長坂・北加納・ 14日（水） 14日（水）・29日（木）
南加納

平石・寛弘寺・神山・下河内・
15日（木） 15日（木）・29日（木）弘川・上河内・青崩・持尾

今堂・中・芹生谷・馬谷 16日（金） 16日（金）・29日（木）

軽自動車による収集 19日（月） 19日（月）・29日（木）

資源ごみは、レジ袋などに入れず、直接推奨袋に入れて出
してください。スプレー缶・カセットボンベは、必ず使い
切ってから空き缶・空きビンの収集日に出してください。

※７月は粗大ごみ・資源ごみの日程に注意してください。

※収集日程は、変更する場合があります。また、土・日曜日および
祝日の臨時くみ取りはできません。

し
　
　
　
　
　
　
尿

ご
　
　
　
　
み

近年、農作物へのイノシシなどの有
害鳥獣による被害が大変多くなってき
ています。７月号と８月号の２回に分
けて農作物への被害対策などについて
お知らせします。
《全国で被害が多くなってきている背景》
①近年の少雪傾向により、イノシシな
どの死亡率が低下するとともに、生
息適地が拡大したこと。
②農山漁村の過疎化、高齢化などによ
り鳥獣の隠れ家やエサ場となる遊休
農地が増加したこと。

などが考えられています。
《「農家」自らで気を付けるポイント》
イノシシなどには、農地に作付けさ

れた農作物だけでなく、人間には価値
がないようなものでも、貴重なエサに
なります。
例えば
①農地の横に積まれた野菜くずを始末
する
②稲刈り後のひこばえ（二番穂）を刈
り取る。
③収穫せずに放置されたカキ、クリな
どの実を始末する。
などが重要だと言われています。
《町などでの農作物被害防止の施策》
①イノシシによる農作物への被害防止
対策に必要な資材の購入に対し、補

農家の皆さんへ
イノシシなどの農作物
被害対策（上）

助金を支給します。
u支給対象 町内の農家
u支給上限金額 １農家10万円以内
（補助率２分の１）
u補助対象資材 トタン製波板、ネッ
ト、電気柵、メッシュ筋
※標準的な仕様を町で定めています。
u申請方法 まちづくり推進課で配布
する申請書に必要事項を記入し、事前
に区長を通じて申請してください
②河南町鳥獣被害対策協議会では、農
作物被害防止対策の一環として農家

のわな免許取得などを奨励し、わな
免許取得への補助などの支援を行っ
ています（免許取得後は、地区での
捕獲補助隊を結成し、箱わなを設置
してもらいます）。
※イノシシなどの有害鳥獣被害で悩ん
でいる地区は、地区で検討し、８月31

日cまでに河南町鳥獣被害対策協議会
事務局（まちづくり推進課内）へ申し
出てください。
u問い合わせ まちづくり推進課農業
振興係

u投票日時 ７月11日a 午前７時～
午後８時（即日開票）
u投票できる人 平成２年７月12日以
前に生まれ、平成22年３月23日以前か
ら引き続き、町の住民基本台帳に登録
されている人

u時間 午前８時30分～午後８時
u場所 役場４階　401会議室
u投票のできる人 投票日に次のよう

な事情で投票所へ行くことができない
人は、期日前投票ができます（印鑑不
要）
¡仕事に従事するときや冠婚葬祭など
の予定があるとき。または、レジャ
ーや買い物など何らかの用事で投票

区の区域外へ出掛けるときなど
u投票方法 宣誓書に必要事項を記入
し、投票用紙を請求してください。投
票は、選挙当日の投票所における投票
の手続きと同じです（投票所入場整理
券を持参してください）

投　票　所　一　覧

u問い合わせ 選挙管理委員会事務局（総務課内）

7月10日（土）まで
期日前投票ができます

投票区名 投票所施設名・所在地 対　象　地　区

第１（石川）
石川小学校（体育館）

大ヶ塚、一須賀、東山、山城
一須賀76番地

第２（白木）
町立中学校（第１体育館） 北加納、南加納、白木、長坂、今堂
白木1285番地 平石、寺田、鈴美台一丁目・三丁目

第３（河内）
河内小学校（体育館） 持尾、弘川、下河内、上河内、青崩、
さくら坂一丁目１番１号 さくら坂一～四丁目、さくら坂南

第４（中村）
中村小学校（体育館）

芹生谷、馬谷、中、神山、寛弘寺
神山19番地

第５（大宝）
大宝地区公民館

大宝一～五丁目
大宝一丁目２番４号

7月11日aは参議院議員
通常選挙の投票日です

7月20日（火）～8月31日（火）は
セアカゴケグモ対策月間

全
体
に
黒
く
背
に
赤
色
の

帯
状
の
模
様
が
特
徴
で
す
。

見つけたら
絶対に
素手では
触らない！

資源ごみの分別収集や再利用など
で、ごみの減量化が図られつつありま
すが、依然として街中や水路、河川敷
へのポイ捨てなどが数多く見られます。
これらのごみは、生活環境を悪化さ

せるだけでなく、降雨などにより河川
や海に流入し、さまざまな生物に悪影
響を及ぼし、船舶の航行や漁業活動の
支障にもなっています。
大阪府では、「ごみをなくそう。水

をきれいに！」を合言葉に６・７月の
２か月間、キャンペーン活動を行いま
す。皆さんのご協力をお願いします。
u問い合わせ 大阪府河川室河川環境
課　1 06（6941）0351

7月7日（水）午後8時～10時　七夕ライトダウン！
～ あかりを消して、地球にやさしい生活を見つめ直そう ～

C02削減／ライトダウンキャンペーン u問い合わせ 生活環境課環境衛生係

川の中の生き物を
観察しませんか

をなくそう。�
をきれいに！�
をなくそう。�
をきれいに！�
をなくそう。�
をきれいに！�

ごみ�
水�

ごみ�
水�
ごみ�
水�

町内で、早朝に住宅へ忍び込む窃盗事件が多発。十分な戸締まりと不審な人物を見かけた
らすぐに富田林警察署へ連絡を！ u問い合わせ 富田林警察署　1（25）1234



山口　智志 東　　　山
廣谷英一郎 一　須　賀
石田　弘幸 大　ヶ　塚 会　　長
袴矢　訓由 大　ヶ　塚 幹　　事
桜田　　勝 大　ヶ　塚
村元千恵子 山　　　城
石田　知久 山　　　城
上田　哲生 寺　　　田 幹　　事
北山　博己 北　加　納 会計監査員
幾谷　剛夫 白　　　木
林　　重敏 長　　　坂
八田　幸代 今　　　堂 会　　計
西谷　謙二 平　　　石
辻元　昌枝 鈴美台一丁目
山本　茂治 上　河　内
宮城　正樹 下　河　内 副 会 長
上條　光夫 下　河　内
峯　　貴芳 持　　　尾 幹　　事
谷口　正輝 青　　　崩
西尾　有子 さくら坂二丁目
増本　恵梨 さくら坂三丁目
楠本　　博 神　　　山
山口加代子 神　　　山
浅井　宏紹 中
古川　泰三 馬　　　谷
谷川　雅則 芹　生　谷 幹　　事
奥野　勝正 寛　弘　寺 書　　記
高谷　和子 寛　弘　寺 会計監査員
伊藤　国雄 大宝一丁目
梅本　典雄 大宝一丁目
村上　正明 大宝一丁目
藤原　　充 大宝二丁目 副 会 長
山内美枝子 大宝三丁目 幹　　事
福岡　　昭 大宝四丁目
壺井　勘也 大宝五丁目
寺東　凡人 町立中学校
山田　秀和 石川小学校
前畑　恵美 白木小学校
津野　和彦 河内小学校
永見　佳和 中村小学校 幹　　事
大村　文弘 大宝小学校

校区 氏　名 地　　区 役　職

石
川
小
学
校
区

中
村
小
学
校
区

学
　
　
校

大
宝
小
学
校
区

白
木
小
学
校
区

河
内
小
学
校
区

21 2010．7／�

夏の午後のひととき、さわやかな演

奏をお楽しみください（入場無料）。

u日時 ７月11日a 午後２時開演

（午後１時30分開場）
u場所 ぷくぷくドーム

u演奏曲目

《町立中学校と
大阪芸術大学合同演奏曲》

♪虹、♪Butter f ly、♪Trouble

maker、♪マジンガーZ、♪パイレー

ツ・オブ・カリビアン、♪リヴァー・

オブ・ライフ

《大阪芸術大学演奏曲》
♪ディズニー・メドレー、♪ジャパニ

ーズ・グラフィティーⅣ、♪カーペン

ターズ・フォーエバー

u出演 演奏：大阪芸術大学「ウイン

ド・オーケストラ」、町立中学校吹奏

楽部、指揮者：西田和久さん（大阪芸

術大学演奏学科准教授）、新子裕子さ

ん（河南町立中学校教諭）

u問い合わせ 教育課社会教育係

子ども水泳教室

泳ぐことの楽しさを、たくさんの友

だちと一緒に感じてみよう。

u日時 ８月３日c～５日eの３日間

午前９時30分～11時30分
u場所 町立プール、中学校プール

u対象 町内在住の小学生

u定員 150人（応募多数の場合は抽
選）

u参加費 1,000円（帽子代、保険代
など）

u講師 日本水泳連盟指導員・町体育

指導委員ほか

u応募方法 往復ハガキに、住所、氏

名、電話番号、性別、学校名、学年を

記入し、〒585-8585（住所不要）河南
町教育委員会教育課「子ども水泳教室」

係へ７月13日c（必着）までに応募し

てください（教室名は朱書き）

※兄弟・姉妹などの場合は、１枚のハ

ガキで可。それ以外は、１人１枚で応

募してください。

u問い合わせ 教育課体育文化係

町立プール 一般開放

u日程 ７月21日d～８月31日c（月

曜日を除く）

u利用時間

¡午前の部：午前９時30分～正午
¡午後の部：午後１時～４時30分
u対象 町内在住・在勤・在学の人

u利用料 無料

uその他

¡受付で、住所・氏名などを記入して

ください。

¡８歳以下の児童には、必ず保護者が

付き添ってください。

¡天候、感染病などの理由で開放を中

止する場合があります。

※８月３日c～５日eは、「子ども水

泳教室」開催のため、午後の部のみの

開放です。

u問い合わせ 教育課体育文化係また

は、ぷくぷくドーム　1（93）8866

男女共同参画社会の実現を目指し、

女性の人権が尊重される社会づくりの

一環として、さわやか男女『笑顔』講

座（２回シリーズ）を行います。ぜひ

参加してください（参加無料）。

u日時 ７月22日e・29日e 午後１

時30分～３時
u場所 かなんぴあ２階　会議室

uテーマ

¡１回目：笑顔セラピー（笑顔体操）

～「笑顔であいさつ」は幸せへのパ

スポート～

¡２回目：心と形は連動する～呼吸法・

笑顔の心づくり・感謝法の紹介～

u講師 児島明男さん（さわやか健康

教室代表）

u定員 30人（定員になり次第締め切
り）

u応募方法 ７月15日eまでに電話で

応募してください

202010．7 ／�

u応募・問い合わせ 生活環境課人権

男女共同社会室

u日時 ７月29日e 午前10時～午後
１時30分
u場所 かなんぴあ２階　調理室

u対象 町内在住の男性

u定員 15人（定員になり次第締め切
り）

u参加費 500円（当日徴収）
u持ち物 エプロン、三角巾、ふきん、

筆記用具

u応募方法 ７月20日cまでに電話ま

たは子育て健康課窓口へ応募してくだ

さい

u指導 食生活改善推進協議会会員

u応募・問い合わせ 子育て健康課健

康管理係（かなんぴあ内）

出張人権相談所　開設

人権・女性問題（近隣間や家庭内の

問題、子どもたちのいじめなど）で悩

んでいる人は、どんなことでも気軽に

相談してください。町の人権相談員が

相談に応じます。プライバシーは、固

く守ります（費用無料）。

u日時 ７月28日d 午前９時30分～
11時30分
u場所 大宝地区公民館

u問い合わせ 生活環境課人権男女共

同社会室

町各種団体の平成22年度総会が行わ
れ、平成21年度の事業・会計報告、22
年度の事業計画・予算（案）がそれぞれ

承認されました。総会が行われた団体

の役員は次のとおりです。今年も町づ

くりのため、住民の皆さんのため、さ

まざまな方面でご尽力をいただきます。

ー各種団体役員ー（順不同・敬称略）

●人権をまもる会

会　　長　福田　　隆（白木）

副 会 長　北山　弘幸（東山）

〃 葛城　　裕（さくら坂三丁目）

〃 槇野日出男（寛弘寺）

〃 榎本　一郎（大宝一丁目）

会　　計　河野　良一（中）

会計監査　椙本　　均（一須賀）

〃 山中　吉一（白木）

●老人クラブ連合会

会　　長　松井　勝彦（寛弘寺）

副 会 長　村元　恒夫（山城）

〃 福田　広治（白木）

〃 森川　剛伸（下河内）

〃 原田　　侃（中）

〃 水野　美朗（大宝二丁目）

〃 野村　桂子（一須賀）

書　　記　岩木　 子（大宝一丁目）

会　　計　中野　義朗（白木）

会計監査　遠藤　　勉（大ヶ塚）

〃 三浦　　坦（さくら坂一丁目）

顧　　問　辻井　照隆（大宝二丁目）

町の情報�

Town
InformationTown
InformationTown
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第34回 体育協会スポーツ大会結果
第34回体育協会スポーツ大会が、４月４日の開会式から約２か月にわたって行
なわれ、９競技、延べ800人を超える選手が参加しました。
結果は次のとおりです（敬称略）。
種　　目 部 優　　　勝 準　優　勝

軟 式 野 球 フ ー リ ガ ン ブラックタイガース
男子シングルス１部 西　側　雄　二 岡　本　　　勉

卓　　　　球
男子シングルス２部 浅　井　　　治 宮　口　侑　大
女子団体 り　ょ　う　ま ふ　　　　　じ
混合団体 宮 口 チ ー ム のりのりチーム

バレーボール さくら坂Aチーム 大 宝 チ ー ム
ソフトボール 中　　村　　会 キャットアイ

男子ダブルス１部
酒　井　輝　雄 山　下　正　善
伊　藤　正　男 北　村　　　充

男子ダブルス２部
田　中　一　彦 石　原　駿　介
篠　原　國　明 古　郡　翔　太

バドミントン 女子ダブルス１部
吉　田　美　江 荒　堀　朋　子
金　沢　澄　子 藤　本　祐　子

女子ダブルス２部
松　本　美　恵 兎　本　朱　美
石　原　敬　子 原　　　匡　子

女子ダブルス３部
井　上　美　幸 辻　　　弘　美
渡　辺　恵津子 鈴　木　ま　り

男子ダブルス
奥　山　彰　広 西　出　　　功
野　村　　　守 露　口　義　則

オープンダブルス
河南Bチーム 河南Aチーム

テ　ニ　ス
（団体戦）

橋　本・村　上 光　内・遠　藤
田　中・佐々木 久　保・村　治

混合ダブルス
安　本　政　弘 露　口　義　則
丸　喜　論　枝 村　治　成　美

ゲートボール 大 宝 チ ー ム 石 川 チ ー ム
グラウンド・ゴルフ 西　山　　　晋 桝　井　英　美

ダブルス　１部
山　本　光　洋 上　嶋　　　登

バウンドテニス
井　本　順　子 竹　本　幸　治

ダブルス　２部
鞍　作　博　之 長　坂　照　子
徳　田　政　則 石　井　真　希

●青少年指導員
大阪芸術大学・町教育委員会共催

ぷくぷくサンデーコンサート

男女共同参画講座
～皆さん、毎日笑顔で

過ごしていますか？～

男性料理教室
～ 男の手料理に挑戦！～

国勢調査は、日本に住んでいるすべての人を対象
にした重要な統計調査です。
調査結果はさまざまな法令で使われるほか、社会

福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私たちの暮
らしのために役立てられます。
調査内容は、統計以外の目的で使われることはあ

りませんので、皆さん、ご協力をお願いします。
u問い合わせ 総合政策担当

全国の商業を営む事業所の事業活動

の動向を明らかにするため、「平成22
年度商業動態統計調査」が行われます。

この調査は、経済産業省が実施する

基幹統計です。調査対象事業所へは、

７月上旬ごろから順次、知事が任命し

た統計調査員が訪問しますので、調査

への理解とご協力をお願いします。

u問い合わせ 大阪府総務部統計課工

業・動態グループ　1 06（6944）9126

商業動態統計調査に�
　ご協力を！�
商業動態統計調査に�
　ご協力を！�
商業動態統計調査に�
　ご協力を！�

を行います

10月
1日
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どや保険料の免除・猶予を希望する人

は申請してください。

※失業などを理由とした特例による免

除申請の場合や一部免除申請の場合は、

毎年の申請が必要です。

※所得要件の審査は、町税の申告内容

に基づき行いますので、所得申告を忘

れずに行ってください。

u手続きに必要なもの

①年金手帳

②印鑑（申請者本人が自ら署名する場

合は不要）

③平成22年度または平成21年度に失業
した人は、次のいずれかの書類（い

ずれも写し）

¡雇用保険被保険者離職票

¡雇用保険受給資格証

¡離職者支援資金貸付決定通知書

¡上記書類に準ずる公的機関の証明

※免除を受けた期間から10年以内であ
れば、保険料を追納することができま

す。２年以上経過してから追納する場

合は、当時の保険料に一定率を乗じた

金額が加算されます。

u問い合わせ 保険年金課保険年金係

現在交付している「老人医療（一部

負担金相当額等一部助成）医療証」

（空色）の有効期限は、７月31日gま

でです。

引き続き該当する人には新しい医療

証を７月下旬に郵送しますので、８月

１日からは新しい「老人医療（一部負

担金相当額等一部助成）医療証」（黄

色）を使ってください。

平成21年中の町府民税の申告がまだ
の人は、事前に申告を済ませておいて

ください。

医療証をまだ持っていない人で次の

条件に該当する場合は、保険年金課へ

問い合わせし、手続きをしてください。

《老人医療（一部負担金
相当額等一部助成）医療証》

65歳以上で健康保険に加入し、本人
の年間所得が一定額以下の人で、次の

いずれかに該当する人には、一部自己

負担金額【１医療機関あたり外来・入

院で各500円／１日（月２日限度）】で
利用できる「老人医療（一部負担金相

当額等一部助成）医療証」を発行して

います。

①身体障害者手帳１・２級、療育手帳

A、療育手帳Ｂ１と身体障害者手帳

の両方をもっている人

②特定疾患医療費助成の適用を受けて

いる人

③「感染症の予防及び感染症の患者に

対する医療に関する法律」に基づく

結核に係る医療・「障害者自立支援

法」に基づく医療を受けている人

④ひとり親家庭医療の適用を受けてい

る人

u申請・問い合わせ 保険年金課老人

医療係

子育てセンター屋外広場で水遊びを

しませんか？　おもちゃは保育士の手

作りです。真夏の暑い日を、親子で楽

しく過ごしましょう（参加無料）。

u時間 いずれも午前10時～11時15分
u場所 かなんぴあ２階　子育てセン

ター（屋外広場）

u定員 各回15組（応募多数の場合は
抽選）

※各回とも、３日間参加できる人を優

先します。

u応募方法 ７月22日eまでに電話ま

たは子育て健康課窓口へ、保護者が応

募してください

u問い合わせ 子育て健康課子育て係

（かなんぴあ内）

現在、児童扶養手当は、ひとり親の

「母」が支給対象となっていましたが、

８月からは、支給要件に該当する児童

（18歳に達する日以降の最初の３月31
日までの児童）を養育している、ひと

り親の「父」も対象となります。

申請に必要な書類などがありますの

で、問い合わせてください。

u問い合わせ 子育て健康課子育て係

（かなんぴあ内）

20歳前の障がいによる障害基礎年金
や、福祉年金から切り替わった障害基

礎年金を受けている人は、毎年７月に

現況届の提出が必要です。

７月初旬に、日本年金機構から対象

受給者に現況届が送付されますので必

要事項を記入し、７月30日fまでに必

ず保険年金課へ届け出てください。

診断書が必要な人には、診断書付き

の現況届が送付されますので、医師の

診断を受け、現況届と一緒に提出して

ください。

※この現況届は、引き続き年金を受給

するための大切なものです。提出しな

かったり、遅れたりすると、年金の支

払が一時停止されます。

u届け出・問い合わせ 保険年金課保

険年金係

７月は国民年金保険料の免除・猶予

申請の更新月です。前年の所得が少な

く保険料を納めることが困難な場合な

■役場・かなんぴあ
1（93）2500

■やまなみホール
1（93）6222

■ぷくぷくドーム
1（93）8866

■石川小学校
1（93）3809

■白木小学校
1（93）4006

■中村小学校
1（93）2157

■河内小学校
1（93）2815

■大宝小学校
1（93）3200

■町立中学校
1（93）2263

■かなん幼稚園
1（93）2402

■河内幼稚園
1（93）6538

■中央保育所
1（93）5740

町の情報�

Town
InformationTown
InformationTown
Information

人権意識を高め、人権問題について

正しい理解を深めるため、人権啓発を

テーマにした「作文・詩・標語・ポス

ター」を募集します。

《作文・詩・標語部門》
¡対象 町内在住、在学（小学生以上）、

在勤の人

※作文（読書感想文を含む）は、400
字詰め原稿用紙３枚以内。詩は、形

式・長さとも自由。作文・詩は、１人

１点。標語は、１人３点まで。

《ポスター部門》
¡対象 町内在住、在学（小学校高学

年以上）、在勤の人

※大きさは、自由。１人１点。

u応募期間 ９月24日f

uその他 作品は、未発表創作に限る。

作品には、必ず住所、氏名、電話番号

を記入してください

u応募・問い合わせ 人権をまもる会

事務局（生活環境課人権男女共同社会

室内）

情報公開・個人情報保護制度
《平成21年度の運用状況》

※いずれの制度も不服申し立ては、あ
りませんでした。
u問い合わせ 総務課総務係

● 情報公開制度 ● ● 個人情報保護制度 ●

請求（申出）件数 16件
公文書件数 16件

全部公開 10件
部分公開 6件
不存在 0件
取り下げ 0件

開示請求件数 3件
全部開示 2件
部分開示 1件

地デジについての、疑問・懸念など
はデジサポ大阪へ問い合わせください。
¡総務省 大阪府テレビ受信者支援セ
ンター（愛称：デジサポ）
106（7637）1010

u受付時間 月～金曜日：午前９時～
午後９時、土・日曜日、祝日：午前９
時～午後６時
《役場内に相談コーナーを開設》
¡日時 ７月20日c～30日f 午前10
時～午後４時（正午～午後１時を除
く）

¡場所 役場庁舎１階
※７月24日g・25日aは、中央公民館
で行います。
u問い合わせ 総務課総務係

回 日　程 対象児
８月４日（水）

１歳６か月児～1 ６日（金）
２歳６か月児

９日（月）
８月20日（金）

２歳７か月児～2 23日（月）
就園前児27日（金）

あおぞら広場
水遊びを楽しもう！

児童扶養手当の
支給要件が変わります

７月は障害基礎年金の
現況届の提出月です

保険料の納付が困難な
場合は免除・納付猶予
制度があります

「老人医療（一部負担金
相当額等一部助成）
医療証」が変わります

※平成18年７月１日診療分から「老人
医療（一部負担金相当額等一部助成）
医療証」を使用した場合の一部自己負
担金額（１医療機関あたり、１日につ
き最大500円、月２日限度、入通院別）
として窓口で支払う金額が１か月当た
り「2,500円」を超える場合は、申請
により返還します（医療機関などの領
収書が必要）。

人権啓発作文・詩・
標語・ポスター

u作文 「出会い、ふれあい、心の輪
～障がいのある人とない人との心のふ
れあい体験を広げよう～」をテーマに、
障がいのある人とない人との心のふれ
あい体験をつづったもの。題名は自由。
応募は府内在住（大阪市・堺市を除く）
の小学生以上。小・中学生は400字詰
め原稿用紙（Ｂ４版縦書き）２～４枚、
高校生・一般は４～６枚。点字可。
uポスター 「障がいの有無にかかわ
らず誰もが能力を発揮して安全に安心
して生活できる社会の実現」をテーマ
に、障がいのある人とそうでない人と
の相互理解を促すもの。応募は府内在
住（大阪市・堺市を除く）の小・中学
生のみ。
Ｂ３版または四つ切の画用紙を縦長
で使用。彩色・画材は自由。
u応募方法 ９月６日bまでに（郵送
の場合は当日消印有効）〒540－8570
（大阪市中央区大手前２丁目）大阪府
福祉部障がい福祉室障がい福祉企画課
企画グループへ郵送または持参してく
ださい（作文は電子メールも可、土・
日曜日、祝日の持参は不可）
u応募・問い合わせ 同グループ

1 06（6941）0351

地上デジタル放送への�
対応は済みましたか�
地上デジタル放送への�
対応は済みましたか�
地上デジタル放送への�
対応は済みましたか�

心の輪を広げる体験作文・�
障がい者週間のポスター募集�
心の輪を広げる体験作文・�
障がい者週間のポスター募集�
心の輪を広げる体験作文・�
障がい者週間のポスター募集�

しゅっぽっぽ☆くらぶ　7月のスケジュール
子育てセンターでは、親子で自由に来てもらえる遊びの場「しゅっぽっぽ☆く
らぶ」を、各小学校区で行っています。ぜひ遊びに来てください。

※いずれも時間内の、都合の良い時に利用できます。
※保育士が相談に応じる、子育て相談も行っています。気軽にお越しください。
※開催予定日が、祝日の場合は休みます。

u問い合わせ 子育て健康課子育て係（かなんぴあ内）

名称・日程 時　間 場　所 対　象　児　童

ベビーしゅっぽっぽ 午後１時30分～ かなんぴあ２階
０歳～満１歳

第２木曜日（８日） ３時 子育てセンター

大 宝 ラ ン ド 午前10時～
大宝地区公民館

大宝・石川小学校区
第２水曜日（14日） 11時30分 在住の０歳～就園前

白 木 ラ ン ド 午前10時～ ぷくぷくドーム 白木小学校区在住の
第３水曜日（21日） 11時30分 （小会議室） ０歳～就園前

河 内 ラ ン ド 午後１時30分～
河内幼稚園

河内小学校区在住の
第３水曜日（21日） ３時 ０歳～就学前

中　ラ　ン　ド 午前10時～ 中地区・ 中村小学校区在住の
第４水曜日（28日） 11時30分 老人集会所 ０歳～就園前

しゅっぽっぽ☆くらぶ 午前10時～ かなんぴあ２階
０歳～就園前

毎週火・木曜日 11時30分 子育てセンター
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■町の人口（平成22年５月31日現在） ■世帯数

16,572人 6,224世帯

前年同月より103人減

男　8,078人 ■町の面積

女　8,494人 25.26H

■発行・編集／河南町役場総務部人事広報課

〒585-8585 大阪府南河内郡河南町大字白木1359-6
TEL  0721（93）2500 FAX  0721（93）4691
ホームページアドレス：http://www.town.kanan.osaka.jp

金剛・H城の山並みに抱かれて発展するわがまち河南町。

わたしたちは、河南町民であることに誇りと責任をもち、

明るいまちづくりのためこの憲章を定めます。

伝えよう　豊かな緑と歴史が薫
かお

るまちを

築 こ う　働く喜びと生きがいのあるまちを

造 ろ う　健
すこ

やかな人間をはぐくむ文化発展のまちを

育てよう　思いやりと安
やす

らぎのある楽しいまちを

目指そう　郷土を愛し人権を尊ぶ希望に満ちたまちを

町 民 憲 章

町
の花
「ゆり」

町

の木
「さくら」

みどりをまも
る

に�う�ゅ�き�

ち
�

や�さ�し�い
�

環境を考える�環境を考える�環境を考える�環境を考える�
シリーズ　エコ�

�
シリーズ　エコ�

�

～ 自然自然と生きもの！ （その3） ～�～ 自然自然と生きもの！ （その3） ～�～ 自然と生きもの！ （その3） ～�

平成22年

毎月16日は「ストップ地球温暖化デー」
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毎月16日は「ストップ地球温暖化デー」

フォト トピックス

タウン インフォメーション

■ 自然の仕組みをよく知って
生態系の一員としての行動を！

豊かな自然は空気や水、食べものなどたくさんの恵みを私たちに
与えてくれます。共に生きる生態系の一員として、生きものや自然
を守るために行動しましょう。

s子どもパークレンジャーの活動
「子どもパークレンジャー」は、全国各地の国立公園などで、「レンジ

ャー」（自然保護官）や「パークボランティア」の指導や協力のもと、
小・中学生の皆さんに、国立公園などのパトロールや、動物や植物の簡単
な調査を体験して、自然の大切さや思いやりの心などを学んでもらおうと
いうものです。

s活動の主な内容
¡パトロール（動物や植物の調査） ¡登山道などの清掃
¡植物などの保護活動　¡自然の観察　など

環境省の子どもの
ページ→ http://
www.env.go.jp/
kids/ranger.html）

《子どもパークレンジャー》

（資料：IUCNレッド
リスト（2008年版）
をもとに環境省作成）

（生活環境課環境衛生係）
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